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＜論壇＞自然思想の源流を探る

－古代ギリシャの森林観
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自然思想の源流を探る
－古代ギリシャの森林観一
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箕輪光博＊
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はじめに

思想源流の軽視

i)川瀬善太郎：林政
盤論。有斐閣，1903

常陸風土記と自辮申

2）秋本吉徳：風土記

（1）常陸風土記。洲
談社，1979

＊東京大学農学部

本稿は，今日の地球規模の自然破壊を考える一助として，神話の世界や古代の

森林観・自然観をr趣味的」にのぞいてみたものである。特に，思想の源流域に

位置すると思われる古代ギリシャの森林観・自然観には，今日でもそのまま通ず

るものがたくさんあり，その紹介に多くの紙数を費やすことになった。また，そ

の後の西洋「思想本流（進歩思想)」の特徴についても若干の考察を加えてみた。

話の内容は懐古主義的で，しかも青臭いものであるが，何かの参考になれば幸い

である。

文明の盛衰は一般に，森林や土壌の荒廃と軌を一にしていることが知られてい

る。特に，源流域における山の荒廃は，最終的に河川や都市の生気を奪い，その

文明を滅亡させることになる。実際，治山・治水の大切さは，洋の東西を問わず

古代からよく認識されている。例えば，弘仁12年（821年）に大和の国司が唱え

た「水木相生の理論」は有名である')。そこには,r湿潤の本」は，水辺の山林や

大河の源となる奥山の整備にあることが明確に述べられている。同様のことは，

後述のギリシャ神話にも見られ，山と水は「森林女神」と「泉源女神」という形

で登場する。治山を怠ると，治水や農業，都市の統治に支障をきたすことを，人

類は昔から幾度も経験してきたのである。

現代の地球規模の環境破壊を目の前にすると，この山と水の関係が，人類の文

明全体にアナロジー的に当てはまるのではないかという気がする。すなわち，現

代工業文明の思想原点を「源流域」に，思想の発展を「本流」に例えれば，我々

は本流の拡大に気を取られるあまり，源流域の崩壊を軽視しすぎているのではな

いか。我々は，もっと文明の「思想源流」に目を向けるべきではないのか。なぜ

なら，そこには自然を持続的に利用する「自然保全の知恵」があったはずである。

その種の知恵を我々は神話の世界に見ることができる。

常陸風土記の「行方郡」の1節の中に，ある所から上は「神の土地｣，それより

下は「人間の田」と，杭を境にして「蛇神」と人間の間で住み分ける話が出てく

る2)。私の故郷(北浦と霞ヶ浦で挟まれた台地と湖岸地域)での6世紀ごろの話で

ある。古代においては，蛇は神そのものであり，「夜刀（ヤト）の神」と呼ばれて

いた(谷地田付近には,今でも蛇が多く凄んでおり,子供のころ,村の人たちが手
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にカーバイトの灯をつけて,寝ている“マムシ”を捕っている姿をよく見かけた)。

ところが，それから150年ほどたつと，同じ「行方郡」の章に，蛇を神とは見
かんがい

ずに，蛇を徹底的に退治する話が出てくる。国造：壬生連麿が灌溺用の用水池の

堤を築造しようとしたとき，夜刀の神が池のほとりの椎の木に登り，集まって去

ろうとしなかったので，彼は神を退治した。その池の近くには椎の木が生えてお

り，清水が湧き出ていたという。この話には治山と治水を連想させる何かがある

(当地には，泉の湧き出る所がたくさんあり，私の子供時代の遊び場になってい

た。今でも山から直接清水を家に引いたり，あるいは自然の井戸水を利用してい

る民家がある。しかし，この10年ほどの間に河川や土壌の汚染が徐々に進み，生

水を飲めなくなりつつあるのはたいへん残念である)。

なお，田舎にはr水神様・竜神様」という形で，自然神にかかわる信仰が今で

も残っている。いずれの信仰も豊作祈願，治山．治水に関連がある。また，有名

なスサノオノミコトによる八岐の大蛇退治の神話も，出雲の斐伊川の治山・治水

に関連している。

以上の神話は，当初は神そのもの（自然神）であった自然が，社会の発達によ

りしだいに神性を失い，統治の神（天神：アマテラス）に主役の座を奪われてい

く過程を物語っている。しかし,自然神は農耕社会が存続している間は約2000年

にわたって生き続けてきたのである。

この夏は，バルセロナからのオリンピック中継を通じて地中海沿岸の風景を目

にする機会を得たが，古い町並みや建物の美しさと同時に，やはり今でも緑や森

林が少ないという印象を強くした。歴史的には，地中海沿岸の森林開発はホメー

ルの時代から大々的に行われ，すでにギリシャ時代には森林の「持続的利用」の

大切さが，アリストテレスなどによって説かれているのである。また，ギリシャ

神話に関連して次のような興味ある森林に関する記述が見られる3)。

「山岳林は神の住所とみなされ,そこにおいてはいっさいの伐採がなされず,森

林はすべて原生林であった。これに対して,平地林や都市近郊林地帯では,“遊林”

という形で神を祝福していた。人為の害を防ぎ，森林保護の目的を達成するため

に，“森林女神”や“泉源女神”に関する教えが重要視された。森林女神は，樹木

が降雨に恵まれ勢いよく成長するときは喜び，逆に干ばつのために一葉もつける

ことのできないときは泣くという。これは，森林と泉源の有機的な結び付きを神

話という形で表現したものである。エリヒトニオスというある国の王が，チェレ

ス女神の遊林において一本の神聖な樹木を伐採したとき，すべての女神がこの盗

犯者を罰することをチェレス女神に請願した。チェレスは直ちに山岳の女神に飢

餓を持ってこさせ，それをエリヒトニオス王の体に加えたために王は飢餓のため

に死んでしまった」

この神話は，森林と農業の関係，森林の過剰な開発が飢餓をもたらし，最終的

にはその国を滅ぼしてしまうことを象徴している。このことは，農耕や都市の発

達とともに3｢女神としての自然｣を崇拝する自然信仰が薄れ，ほかの統治の神が

登場してきたことを意味している。

3

古代ギIノシャ神話
と森林観

3)R.ウエーベル（望

月訳）：森林経済論。
東京十文字商会，
1895
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I

逆境と進歩
：2極分離

紀元前400年には，森林はすでに連山の奥に退却させられていた。当時アリス

トテレスは，都市が存続するためには近傍から木材を供給することが必要であり，

そのためには森林を永遠に保存することが重要であることを説いた。また，ロー

マ時代には，不法な伐採に対する取り締まりの必要なことが条文化されている。

シセロは，森林の過剰な伐採は「公益」に反するとして，これを厳しく批判して

いる。彼は，「木材の増産｣を助長するような活動を取り締まることが林政の任務

であることを強調している。当時，すでに森林の育成に関しても，ナラの播種な

どの方策ｶﾖとられていた。

以上は，古代のギリシャにおける森林乱伐の描写であるが，その傾向は中世に

なるといっそう強まる。そのために，森林の利用を規制する各種法律が発布され

る｡イタリアのフローレンス地方の森林は16世紀までは比較的よく保存されてき

たが,17世紀に入ると造船用材の需要が増加したために森林は乱伐されるように

なり，土石の露出する禿山と化してしまう。また，放牧地の増大は，草地の拡大，

放牧による更新の妨害などを通じて森林の荒廃に拍車をかけることになった。

それでは，このような自然の破壊は，人間や西洋文明のいかなる本性に起因し

ているのか，その背景にある西洋文明の特徴を形式的に整理してみたい。

最近の環境悪化の現実を見るにつけ，私は次の言葉を思い出す。

r逆境は，すべての生物の進歩と創造性の原点である」

果たして，人類はこの地球規模の危機を進歩と創造の精神により切り抜けるこ

とができるか。

確かに，これまでの学問や技術の進歩の裏には逆境があったように思われる。

例えば，近世のイギリスにおいては，森林は最大の工業原料資源であり，機械，

交通機関，住宅，燃料，製鉄・製塩などに多量に消費されていた。特に，製鉄用

の木炭不足は深刻な問題であり，この苦境・逆境が「産業革命」を促したと言っ

ても過言ではない。また，林学という学問の成立も，ドイツを始めとするヨーロ

ッパにおける森林の荒廃（戦争，人口増大，過放牧などによる）に起因している。

また，今日の工業文明の「進歩」を支えているのは，創造と進歩を本性とする自

然科学と資本の力であろう。

しかし，創造と進歩に対する過信，もしくは自然科学や資本に対する過剰崇拝

には注意が必要である。なぜなら，それらは「物神」と化する危険が大きいから

である。物神は，成長・増大するもの（エゴ）と，衰退・減少するもの（エコ）

の「2極分舶を引き起こす。例えば現代社会においては，エゴ側の物質的｢富

と自由」は増大したが，一方でエコ側の労働・自然環境の多様性が減少している。

この2極分離は思想界にも反映し，自然サイド（農業や林業面）からの思想は

日の目を見ることがなかった。なぜなら，自然サイドの思想（特に林業思想）は，

エゴとエコの2極分離を拒否する体質を宿しており，そのために「思想本流（エ

ゴ)｣から取り残される羽目になったのである。それでは思想面での2極分離はい
つごろから始まったのか。

林業技術No.6071992.10



私は，エゴとエコが分離する前の思想として（そのように私には見える）古代

ギリシャの自然哲学に多大の関心を抱いている。

水を根源的物質とするタレスの説は有名であり，彼は哲学の創始者といわれて

いる。その哲学は,一般には,「大河の神：オケアノスとテテユスが大地を生んだ」

という古代の神話に由来しているという。ほかの自然哲学者も，火・大気・水・

土などを自然の根源的な物質として考えていた。「万物は流転する｣の言葉で知ら

れるヘラクレイトスらの思想の背後には，エゴとエコが分離する前の「壮大な自

然観」の存在が感じられる。

やがて，これらの自然観は，生成変転する水，土などの物質は第1の原因では

なく，背後でそれらを動かし，秩序づけているr知性的なもの｣，「不変的なもの」

こそ始動因であるという方向に変化していく。この意味での「自然」は，素材と

しての自然に秩序・調和を与える「より根源的なもの」であるから，形而上的な

存在である。

そのころ，プラトンは森林の荒廃を前にして次のように述懐している4)。

r今を昔に比べると，………肥沃で柔らかな土壌はことごとく流失し，やせ衰え

た土地だけが残されたのである。だが当時の国土はまだ災害にあっていなかった

から，山々は土に被われた小高い丘をなし，…．．…肥沃な土壌に満ちた平野が広

がっていたし，山々には木々の豊かに繁る森があった」

これから，当時のギリシャの森林がたいへん荒廃していたことがうかがわれる

が，同時にプラトンの自然観の一端を知ることができる。また，プラトンは9｢技

術や人工は自然に依る部分が少ないので真実性がない。その中で，真面目に取り

扱うことのできる技術があるとすれば，医術，農耕，体育のごとき，その能力を

自然と共同させるものである｣5)という趣旨のことを述べている。ここには，人為

を不自然なものとし，自然に即しているものを重視するプラトンの自然観が出て

いるように見える。つまり，エゴよりもエコに重点が置かれている。なお，プラ

トンの思想には純粋思惟の所産である幾何学の存在が大きく関与しており，そこ

から有名なイデア論が出てきたといわれている。しかし，上記のようなプラトン

の自然観に触れると，イデアや魂論の背景には，単に知性に由来する幾何学の精

神だけでなく，調和の原型・根源たる自然（宇宙と地上を統一した）観が存在し

たのではなかろうかと思いたくなる。私は，この意味での二重性をプラI､ンの思

想に感じる。否，この2つは，「極致としての美｣において統一されているのかも

しれない。

一方，当時，自然学や医学を語るときに，具体的な植物の「成長過程」が類比

として用いられていたが，そのような傾向がアリストテレスの「自然学」に見ら

れる6)。

アリス|､テレスは，「素材としての自然」と「形相としての自然」を対比させ，

前者から後者への成長・発展・完成を補助するのが理性の役割であるとした。こ

の考え方によると，自然は素材から構成された形相であると同時に，素材から自

己の目的，あるいは完全な形に向かって，成長・進歩を遂げるよう「もの」とな

る。すなわち，動植物や人間も，また社会や国家も「目的」に向かって進むもの

5

西洋の自然哲学考

4)J.パスモア：自然

に対する人間の資任。

岩波現代選書，1979

5）日本文化会議編：

自然の思想。研究社，
1974

6）田村松平編：ギリ
シャの科学。中央公

論社,1980

林業技術No.6071992.10



6

自然に対する人間

の責任

として「自然」に属する。

このような自然観は合理的であり，そこには形而上的要素はない。法正林，択

伐林の理想林型などを「形相」もしくは「目的」とみなせば，アリストテレスの

自然学は形式的森林施業論に通ずる論理椛造を含んでいる。しかし,直接的成長・

進歩面（エゴ面）が過度に強調されると，森林全体としての循環的側面（エコ面）

が希薄になり，単木主義や林分主義に陥る危険性がある。

最後に，自己増殖する西洋文明のエゴ視点から，わが国の成長と自然破壊を論

じているJ.パスモアの一文を紹介する。

J.パスモアは，その箸『自然に対する人間の責任』において，文明と今日の自

然破壊の関係についてさまざまな角度から論じている4)｡その際,わが国の経済発

展と自然破壊をしばしば引き合いに出している。

彼によれば,r自然崇拝の伝統があるにもかかわらず,今日の日本ほど生態学的

破壊の顕著な所はほかのどこにもなく｣，また，「人間精神を最大限にまで引き延

ばすためには文明化せざるを得ないのであり，その例が西洋の文明を取り入れて

文明化した日本である」ということになる。さらに，文明化した西欧に関しては，

｢西欧がしばしば尊大，偏狭,貧欲という最悪の姿を見せつけてきたことを，私は

素直に認めたい」と述べる一方，「今となっては西欧は後に引くことができない。

自然を改造することによってのみ，その活路を見つけていくことができる。なぜ

なら，改造により，世界はいっそう豊かなもの，多様なもの，美しいものになり

うるからである。人間の存在意義は文明を作り上げることにある」と，西洋文明

の正しさを主張している。

以上のように，パスモアは日本の中に伝統的な自然崇拝主義と近代的西洋精神

の双方を見ている。しかし，自然崇拝主義や神秘主義を嫌うあまり，わが国の自

然破壊の元凶を自然崇拝の伝統に帰している。これは片手落ちであり，自然と一

体化したわが国の伝統的な農林業を軽視した見方である。

このような狭い評価を避けるためにも,我々は，もう一度,次の2つの｢英文」：

rMal1mastersnature!」

「Manhasrarelylearned!」

の意味を熟考しなければならない。

＜完＞

林業技術No.6071992.10
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治山分野での間伐材利用

一利用状況と防風垣の事例坂元邦夫(雲:奨織豐菫山課）
｜
’

1．治山事業における木材の利用状況

従来から治山事業を実施するに当たっては，木材・

木製品の積極的な利・活用がなされている。

特に，山腹斜面または階段状に柵を設けて表土の流

出の防止・植栽の場づくりを図るための柵工や，階段

の切り付け・鉢型の設置により緑化用の資材を筋状に

植え付ける筋工，さらに堆砂垣，防風垣，歩道の階段，

防謹柵，作業施設,PR用標識等には，特に間伐材等

の木材の使用の割合力§高くなっている。また，これら

の治山施設以外にも，土留工や法枠工への木材の利用

も積極的になされており，木製谷止工，木製流路工，

木製護岸工等の施工も，各都道府県，営林（支）局に

おいて行われている。

このように治山事業においては，木材の積極的な

利・活用がなされており，現在，国有林，民有林合わ

せて年間3万5千㎡程度の木材が使用されていると見

込まれている。

近年，自然環境や景観の保全に対する国民の要請の

高まりや，木材の需要拡大を図る必要性等から，治山

事業においてもさらに木材を有効かつ積極的に利用す

ることにより，森林・林業の振興にも資することが必

要とされるところである。

しかし，間伐材等の木材の利用促進を図るには，概

して同一規格のものを大量に調達する流通体制の整備

が不十分であること，他の二次製品に比べ，必ずしも

施工が容易であるとはいえないこと，木材を使用した

治山施設の強度や耐久性に関する検証がまだ十分でな

いこと，等の問題があり，これをクリアすることが必

要とされている。また，木材の利用を図るうえでは，

当然のことながら施工箇所の地形・地質条件，保全対

象が近いか遠いか，必要とされる強度，耐久性・耐用

▲(1
も
り
０
０
Ⅱ
１
０
画
９
１
６
６
▽
己

一
鍛
恥
一

一
鯉
留
圃
一

一
蝿
泄
林
一

一
唖
恥
峠
一

一
睡
Ｌ
工
一

一
＃
局

蝉

一
殿
林

一
丸
営

一
①
雄
丸
一

一
測
郵
④
一

一
事
筋
八
一

一
鍾
継
鯉
一

Ｆ
０
６
０
ｔ
０
４
１
６
．
０
１

▼ ②▲(3

▼碑

林業技術No.6()71992.10



8

年数等が確保されるかどうかを十分留意したうえで進防風垣は，風衝地において植栽木を強風等から保謹

めていくことが必要である。し，森林造成を円滑に図ることを目的に設置されてい

そこで林野庁では，現在，治山事業における木材のる。背後の植栽木の生育が確保される時点でほぼ設置

職種的な活用を図るため，木造治II｣椛造物利用のため目的が達成されることから，間伐材等の木材利用が積

のマニュアルの作成を進めるとともに，平成4年度か極的に図られている。

ら，「省力森林土木工法等開発パイロット事業｣を北海事例1（写真⑦）

道，静岡県，群馬県において実施し，環境保全にマツ 主柱を控支柱で支える方式のもの。柱や柵はスギや

チした工法や，木材・木製品を利用した工法の開発．カラマツの加工材であり，強い風圧が予想される場合

普及を図るため，実際にそれらの工法を施工し，技術には，主柱をコンクリートで固定する場合もある。直

基準・標準歩掛策定のためのデータの収集等を行うこ接防風効果を発揮する柵は，この写真のように横に組

ととしている。み合わせたものと，縦に組み合わせたものとがあり，
たけず

2．防風垣の施工事例また，部材として竹賓や二次製品を使用する場合もあ

る。
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|離燕の｜落石防止柵緩衝工木戸口和裕(北海道林務部)一
落石防止柵緩衝工は,北海道が昭和63年度から平成木材が応力に対して弱い性質を，逆に利用しようと

2年度まで実施した「木製土木施設開発事業」の一環いうのが発想の原点である。部材をある程度たわませ

である「木製土木施設コンクール」に応募し，入賞してエネルギーを吸収しよう，ある程度破壊させてエネ

た作品である。応募した作品は箱型であったが，北海ルギーを消耗させようという，いわゆる「緩衝効果」

道大学の上田恒司助教授の助言を受けて，図･1，図･2を引き出す理念に基づいて，多層構造としている。

および写真･1のように多層構造で施工している。その他の特徴として，材料が間伐材の小径木である

従来，入(ラムダ)型といわれる落石防止柵の緩衝材ので入手しやすいこと，材と材とに隙間があるので透

は，古タイヤや現場発生土等によるサンドクッション水性が良く，落石防止柵の背後からの水処理が容易で

が一般的であるが，木製の緩衝工はこれらに代わるもあることが挙げられる。

のである。施工に当たって,無処理材より15年持つといわれて

治山分野での
間伐材利用

いるCCA1号等による防腐処理材が適当で

あると考えている｡これは,落石防止柵の上

部に植栽した木が，落石防止林として機能

しうる齢級に達するまでの補助手段として，

木製の緩衝工が位置付けられるからである。

木製の緩衝工は，緩衝材としての基礎的

研究が必要であり，課題も多い。これらの

ハードルを乗り越え，工法として普及し，

間伐材の需要拡大の一助になることを期待

している。

木製緩衝工

L |

図.l側面および予想される緩衝機能
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治山分野での
間伐材利用| 離撫の’魚
近年，森林に対する国民の関心が高まっていますが，

｢自然保誰」という観点もその1方向です。全国各地

で，林業と自然保護の問題が対立した構図として報道

されていますが，我々森林・林業に携わる者としては，

｢林業とは，そもそも自然保護を内包した産業である」

ということ,｢国有林野事業も自然保護に配慮した施業

を行っている」ということを，もっと具体的にPRす

る必要があると痛切に感じます。

一方，わが国の人工林の大半力宥成途上の若齢級に

偏っているため，今後，増大してくる間伐材をいかに

して需要に結び付けるか，ということもまた，問題と

なっています。従来の間伐材利用に加え，新しい活用

方法として全国でも例のない魚道に活用しました。国

土の保全を目的とする治山ダムの建設と，魚類資源の

保誰は，ともすれば相対立したものとして見られがち

ですが，これらを調和させるテストケースとして，カ

ラマツ間伐材を利用した魚道を設置し，このことを公

表したところ各方面より反響がありました。

治山治水ダム建設に当たっては，現在，サケ・マス

等さく河魚類資源保護の観点から，水産資源保護法，

および，道条例に基づき，保護水面として指定された

道内44Willについて,魚道を設置することが義務づけ

られています。今回，魚道を設置したニセイチャロマ

ップ川は，上川町と留辺蕊町の境に位置する武利岳を

源とし，層雲峡大函で合流する石狩川の支流であり，

流域面穣6,600ha,河川勾配4%,流水量毎秒約5tの

林業技術No.6071992.10

道森喜代司(旭川営林支局）
普通河川で，魚道設置の義務づけはありません。しか

し，この川には，イワナ，アメマス等の小魚が生息し

ており，治山ダム等の土木工作物を設置すると現渓床

との落差を生じさせ，魚類のそ上を妨げるため，釣愛

好者から治山ダム建設に当たっては，魚道をぜひ設置

してほしいとの要望がありました。

魚道の規模は，幅2.7m,長さ7.5m,勾配約10.

で，カラマツ間伐材径10～15c111,長さ2.7mを約110

本，材積にして6．7㎡を使用しました。間伐材を使用

した魚道を，ほかの箇所で設置することの可能性につ

いては，魚道の勾配，耐久性の問題等から，有効落差

3m以下のダムならば設置可能と考えられます。ま

た，魚道の善しあしは，魚がダムの下に滞留すること

なく，いかに早くそ上するかで決まるといわれていま

す。魚が次の行動を起こしやすい状況をつくるため，

魚道の下流端にプールを設けることなどが，改善すべ

き点であろうと考えています。

従来から森林の取り扱いについては慎重を期してま

いりましたが，自然保護に対する国民の関心は，今後

ますます高まることが予想される中で,｢私どもはいっ

たい，今，何をしなくてはならないのか」を考えると

き，山の木を見るだけではなく，これまで以上に川も，

川にすむ魚にも，あるいは森にすむ動物にも目を向け，

森林資源として守っていかなければならないと考えて

います。

カラマツ間伐材

を利用した魚道
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信願言司一丸太水叩工･洗掘防止工
治山分野での
間伐材利用 小柴二男（帯広営林皮局)－

洗
掘
防
止
工

丸
太
水
叩
工

程度節減できる。③工期が短縮される。④高度な技術

を要しない。

2．洗掘防止工について

平成元年度，治山工事計画に谷止工を計画した。渓

床勾配が12.5％と急なため,水叩工より落下する流水

で下流が洗掘され，二次侵食が発生するおそれがある

ことから，渓床勾配を緩和し，渓床の洗掘を防止して，

治山ダムの機能の充実と間伐材の利用拡大をも促進す

る目的で施工したものである。

(1)洗掘防止工設計に当たっての考え方

①下流渓床勾配の緩和のためにr帯工」を設けた。

②乱流および横侵食の防止のため「側壁」を設けた。

③側壁水平部の表面水による侵食を防止するため「側

壁保護工」を設けた。④側壁および側壁保護工に，背

面土砂の流出防止と渓岸の早期安定を図るためrヤナ

ギ立ソダ」を使用した。

（2院掘防止工の利点

①カラマツ間伐材が利用できる。②渓床が安定し垂

直壁の洗掘防止が図られる。③乱流防止により渓岸の

安定が図られる・④下流に計画した床固工が不要にな

った。

帯広営林支局では，間伐材の有効活用と施工経費の

節減を目的に,昭和59年度から本格的にカラマツ間伐

材等の木質材の利用拡大に取り組み，使用した間伐材

は年平均530㎡で，主に水叩工，谷止工，流路工およ

び木柵工等を施工している。

帯広営林支局は,昭和20年代後半から拡大造林を積

極的に進め，その面積は現在148千haに達している。

そのうちカラマツ林分は，釧路署標茶のパイロットフ

ォレストの10千haをはじめとして約40千haあり，

全人工林面積の27％を占めている。

これらのカラマツ林分は，すでに2回目，3回目の

間伐期を迎え，間伐量も年々増加し，さまざまな分野

で間伐材の需要開発を重要課題として，研究開発に取

り組んでいる。

治山事業の分野では，かつては木材，土石，草本等

の現地発生材を用いた工法を取り入れていたが，近年

はコンクリート，鋼材等が多くなり，木材等の使用が

少なくなってきている傾向である。

このため，帯広営林支局ではカラマツ間伐材を用い

た工法を開発することとし,昭和60年度にカラマツ間

伐材を利用した｢丸太水叩工｣，平成元年度に｢洗掘防

止工」を施工した。

1．丸太水叩工について

治山ダム下流側に洗掘のおそれがある場合は，コン

クリートの水叩工または副ダム，あるいは止水壁等を

設け防止しているが，これらに代えて小規模な治山ダ

ムについて，間伐材を利用した丸太水叩工により洗掘

防止を図った。

(1)丸太水叩工採択の考え方

①施工地の下流にダムが計画され，将来的に渓床の

安定が図られる箇所。②河川に転石がないこと。③河

川の集水面積が小さく常水があり,放水路の長さ10m

程度以下の小規模なダム｡④ダムの有効落差が2m以

内のこと。以上の考え方で適地を選定し，計画したも

のである。

(2)丸太水叩工の利点

①カラマツ間伐材が利用できる｡②工事識が約10％

参考文献

1)小柴二男･村瀬弘･鈴木寿男･木下有功：間伐材を利用
した丸太水叩工の施工効果について,昭和62年度帯広営
林支局業務研究発表集
2)永澤隆･藤野繊：間伐材を利用した洗掘防止工,平成
元年度帯広営林支局業務研究発表集
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治山分野での
間伐材利用|雛龍のIソフトパネル森喜代司(旭川営林支局）
北海道における人工林面積の約32％はカラマツ林一ト打設後，所定の時期に型枠を外すことになります

で,これらの林分はすでに間伐期に入り,生産難は年々が，ソフトパネルエ法の場合は，ソフトパネル背面に

増加の傾向にあり，間伐材の利用促進と需要開発が道あらかじめ設けた切込み部分にコンクリートが食いつ

内国・民有林の重要な施策となっています。当支局にき，構造物と一・体となることに着目し，型枠兼外装材

おいても，カラマツ間伐材の利用拡大の一環として，としてコンクリート表面に残る工法です。また，切込

治山事業の実施に当たっては，従来から木柵工，水路み部分で木材とコンクリートが一体化することにより，

工，防風柵工等に積極的に使用し，間伐材の有効活用曲がる・反る．ねじれるといった木材特有の欠点を克

を図ってきました。服したものでもあります。コストは，型枠として全損

旭川市から南方45kmに位置する十勝岳は,過去何回扱いとなるため，従来の型枠に比べ,工事費で10～15

となく火山噴火による大泥流を発生させ，多くの尊い％程度割高となります。

人命を奪うとともに，公共施設に大きな被害を与えて積雪寒冷地における冬期工事は，コンクリートの防

きました。昭和63年12月の噴火では，白金温泉街に寒経費を要するため，断面の厚いソフ|､パネルは断熱

土石流，泥流の発生が予想され，再び大きな被害の発型枠としてどれだけ効果があるのか温度測定を実施し

生することが想定されたことから，各機関でさまざまたところ，従来から使用されている鋼製型枠は，外気

な火山泥流対策事業が行われることになりました。r温の影響を受けやすいため，コンクリート打設後の養
ー－－－

生管理に迅速な処置を

必要としましたが，ソ

フトパネルの場合は，

外気温に影響されるこ

とが少なく，型枠自体

の保温性があるため，

コンクリートの水和熱

を利用した断熱型枠と

して利用できることが

わかりました。

従来の工事跡地にお

ける植生は，コンクリ

ートの照り返し等の影

響により，植生が寄っ

てくるまでかなりの時ソフトパネルを使用したコンクリート堰堤L､匂塞L刀』忽ソuﾉ吋

間を要しましたが，ソ

、この事業は有名な観光地と雄大な自然景観に対して，フトパネルを使用することにより，周辺土壌の放射熱

土木構造物との自然調和をいかに創造するかが重要なを抑え，紫外線の反射を大幅に減少することができる

課題として取り上げられました。『ソフトパネルエ法」ので，構造物の際まで容易に植物を生育させることが

は，そのような背景により考案されたもので，コンク可能となります。このような利点がある一方，木材の

リー1､表面にカラマツ間伐材を取り入れた全国でも珍最大の欠点である腐朽についてどう克服するかが課題

しい工法で施工したところ，各方面より強い関心を侍であり，経年変化による木材表面の色調および腐朽の

たれ，創造的な工法として高い評価を受けています。程度などを追跡調査し，この工法の定着により周辺の

ソフトパネルは,長さ1.8m,幅10qnに製材した間自然環境との調和を図り，一般の人々に治山事業に対

伐材2本を金具で一体化したもので，工場で一括管理する理解をいっそう深めてもらうため，木材等現地資

の下に製作されます。コンクリート構造物において，源を活用した工種，工法の開発に努力していきたいと
鋼製型枠および他の型枠を使用した場合は，コンクリ考えています。

林業技術No6071992=10
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治山分野での
間伐材利用|離撫の’木橋大森盛次(下呂営林署）

1°はじめにが渓床に流下・堆積し，近接した集落等保全対象に被

近年，間伐材等木材需要拡大の観点から，治山事業害が及ぶおそれが高まった。このことから，この荒廃

においても木材の有効かつ合理的・積極的な利用とい地を緊急に復旧するため，体穣523nfのコンクリート

っそうの促進が要請されている。当署においても，山堰堤を，9月下旬，直轄治山等災害関連緊急事業費を

腹基礎工ならびに山腹緑化工への木材の積極的な活用もって施工することとなった。しかし，工事期間が冬

をはじめ，各種工法等への利用を図るよう努めている期にかかり，かなりの降雪も予想されることから早期

ところである。完成を図らなければならない反面，資材搬入路は，昭

その木材利用の一例として，平成元年度山林施設災和20年代に木材搬出に使用されていた車道を利用す

害復旧事業費（直轄治山等災害関連緊急事業費）によることとなった。この車道は木材搬出終了後は造林事

り緊急施工することとなった治山ダムエの資材搬入に業等に利用されるのみで，重鐘物運搬の必要がなかっ

当たり，この搬入路の,昭和20年代に架設された橋長たこともあり，この車道に架設されていた木橋は桁の

4.5mの，腐朽が著しく，使用に耐えられない木橋を，心部まで腐朽し，重量物に耐えられる状態ではなく，

ヒノキの間伐材を利用した木橋に架け替え，支障なく架け替える必要があった。

本工事の完成を見たので，その木橋（写真）について架け替えに当たって，(1)本工事期間を考慮し，付帯

報告したい。工作物として短期間に実行できること，(2)コルゲート

2．木橋架設に至った経緯パイプ等各種工法の経費比較，など検討のうえ，①短

平成元年7月の集中豪雨により，当署管内乗政国有期施工が可能であること，②経済的であること，③資

林地内に0.67haの新生崩壊地が発生し，多篭の土砂材の調達が容易であること，なおかつ，木材の有効利

用の促進となることなど，総合的判断の

…雪

写真･1施工状況（正面）

＝呂墓ｮ…詮畠雷一
写真･2施工状況（路面）

白 aj

うえ木橋とした。

3．木橋の構造

構造は,橋長4.5m,支間長20m,幅

員30m,丸太中央径28cm,末口径24

cInl桁本数4本,敷成木末口径10cnl,敷

砂利厚さ10cInで,木材数堂は約4nfであ

る。

この構造は，木道路僑における2等林

道橋荷重14t設計として敷板厚におい

ては条件を満たすものの，桁設計におい

て径が不足することから，中央部に橋脚

を設置し，支間長を短くすることにより

荷重に耐える椴造とした。

4．まとめ

木橋架設に要した日数は7日間，経費

は約80万円と当初の目的を満たし,なお

かつ，本工事も工期内に完成を見ること

ができた。治山工事においてはこれまで

も木材の積極的活用に努めているところ

であり，今後においても創意工夫のうえ

使用拡大を図っていきたい。

材錐技術No.6071992.10
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治山分野での間伐材利用のために 北海道林務部治山課

1°はじめに

北海道では，カラマツ間伐材の需要拡大を目的とし

た木製土木施設を検討・開発する「木製土木施設開発

事業」を昭和63年度から平成2年度まで実施したの

で，その概要について紹介するとともに，今後，治山

事業の中での間伐材利用を促進していくための課題等

についても紹介する。

2．木製土木施設開発事業の概要

事業内容の主なものとしては，検討委員会の開催，

木製土木施設設計コンクールの実施，現地適用に向け

ての調査・資料作成などである。

検討委員会は，3年間で7回開催され，委員は砂防

工学，木材加工学，設計コンサルタント，木材生産者

の各分野の学識経験者4名で構成した。この委員会で

は，木製土木施設の構造，適用範囲，施工上の問題点，

ならびにコンクールの応募作品についての評価，現地

検討結果等についての提言・助言等を得て事業を進め

た。

コンクールは，木材を使用した土木施設についての

新しいアイデアを広く一・般から募集した結果，応募作

品総数が44点あり，審査の結果,最優秀作1点,優秀

作2点，佳作6点が選ばれ，これらについて現地で工

事を施工し，現地適用に向けての資料を収集・作成し

た。

なお，この事業の経過と成果を取りまとめたPR誌

として,r木で山をまもる」（木製土木施設の開発事例

集）を作成した（平成3年3月，社団法人北海道治山

協会発行，3,500円)。事業結果の詳細についてはPR

誌を参考にしていただきたい。

3．木製土木施設の位置付け

(1)補助的な施設への利用：木製土木施設は山腹法面

や渓流の不安定土砂を安定化させる補助手段として利

用するもので，木材の耐用年数内に植生の回復を図り，

所期の目的を達成するものである｡具体的には,運搬・

加工が容易で，比較的安価であるという木材の特色を

活用した簡易な土留工，柵工，法枠工，水路工，防風

工等が考えられる。

(a暫定的な施設への利用：木製土木施設は，工事施

工中の仮設物や災害時の応急処置として利用するもの

で，短期間の効果発揮でその目的を達成するものであ

る。具体的には，工事施工中の安全防護柵，仮設足場，

応急工事としての土留工，柵工，杭打ち工等が挙げら

れる。これらも，運搬・加工が容易で施工期間力鍾く，

比較的安価であるという木材の特色を活用したものと

いえる。

(B)恒久的な施設への利用

林業技術NO6071992.10

木製土木施設を埋設柵工，基礎杭等として利用する

もので，ほぼ恒久的に効果を発揮することが期待され，

土中に埋設されることによって，腐朽による耐久性の

低下を防止している。しかし，コンクリートや鋼製品

に比べると，簡易的，補助的な性格を持っているとは

いえ，設計上の確実性にやや欠けるきらいがある。

恒久的な利用で今後注目すべきものは，修景的な要

素を加えるために木材を活用することがあるといえる。

木材の持つソフトなイメージを前面に出して利用する

もので，木材としての特色を十分に生かそうとするも

のといえる。具体的には，木製治山ダムエ，木製土留

工,木製水路等が考えられる。これらの施設は,「木製」

であることに意味があるので，必要に応じて補修・改

築・再施工されるべきものであると考えられる。

以上のように，治山分野で木材を利用する場合には，

さまざまな目的や位置付けが考えられ，その目的や位

置付けに応じた利用方法を考えていく必要がある。

4．治山施設としての木材利用の課題

木材は，従来からどちらかというと，補助的，暫定

的な施設として位置付けされ，多く利用されてきた。

そこでは，木材は強度，耐久性，材質の均一性等で，

土木用資材としてはコンクリートや鋼材等に比べ不利

な立場にあったと思われる。しかしながら，今後さら

に木材の利用を拡大することを考えた場合，従来から

の利用に加えて恒久的な施設への促進を図る必要があ

ると思われる。特に，近年自然にやさしい工法とか環

境に配慮した工法などが採用されてきているが，これ

らも木材の持っているソフトなイメージを活用するこ

とで新たな位置付けが可能であり，評価できるものと

考えられる。

今後恒久的な施設として実施するときの問題点は，

設計・歩掛時のマニュアルがないことである。これら

については今までの実施例を参考にしたり，現在実施

している「省力森林土木工法等開発パイロット事業」

の中の歩掛調査結果を活用したり，施工性のうえから

間伐材の二次製品化等を考え，将来的には木製土木工

法として確立し，普及していく必要がある。また，も

う1つの問題点としては，当初から恒久的な施設とし

て実施する場合には，近い将来に維持管理費が必ず必

要となることを考慮しておかなければならないことが

挙げられる。

これらの問題点を克服し，木材の特性を生かした治

山施設の開発を促進することは，間伐材の有効利用，

需要拡大だけでなく，景観にマッチした使い方等によ

り，国民の治山事業に対する理解がいっそう深まるこ

とも期待される。
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第38回林業技術コンテストの概要2
9月号において，この林業技術コンテストの概

要を述べ，参加課題のうち森林施業分野と経営分

野のものについて紹介しました。

今回は機械化分野（3課題)，森林保護分野（3

課題)，治山分野（1課題）について若干紹介して

みましょう。

林業関係の技術コンテストでは機械化関係の課

題の発表が多いことが普通に見られますが，今回

は3課題にとどまりました。そのうち，今後の林

業経営の省力化や合理化を進める主力と考えられ

ている高性能林業機械の導入については，北海道

の広葉樹二次林についての機械化施業結果の分析

が発表されました。効率的な機械化施業を行うた

めには，導入機械の性能と施業法との合理的な組

み合わせを十分検討することが不可欠であること

を具体的に指摘していました。この成果は今後の

機械化施業導入のよきガイドになるものと思われ，

日本林業技術協会理事長賞を受賞しました。また

日常的な作業の中からの改良・考案といえるもの

として，枝打ち鋸の改良（福島署）とリモコン集

材用安全フックの考案（人吉署）とが発表されま

した。日常業務から生まれたこのような課題も，

このコンテストの1つの特徴です。特に後者の安

全フックは，発想も独創的で実用性も高いと評価

され，林野庁長官賞を受賞しました。

森林保護関係では，現在の森林施業で常に問題
す

となっている森林に棲む鳥獣の問題が発表されま

した。自然保謹のうち特に問題化しているクマゲ

ラの保謹について，森林経営の第一線の森林官た

ちが,積極的にその生態観察を継続して,クマゲラ

営巣木の効果的な探査法を提案（弘前署）したこ

とはたいへん注目されました。その成果は学問的

にも評価され,実用性も高く,林業と自然保護との

調和を目指す森林施業の1ステップとしての意義

が深いものとして，林野庁長官賞を受賞しました。

また年々増え続けるシカによる造林地被害の防

除のための簡易ネット柵の考案（平塚署）や，農

薬使用の抑制のための防除法として，誘蛾灯によ

るコガネムシの防除法の検討（安芸署）もそれぞ

れの担当業務の中で，省力化と効率化を追求した

結果の発表でした。

治山関係は1課題の発表でしたカミやはり近年

の自然環境への配慮の風潮を反映したもので，自

然環境や景観を考慮した治山事業の実行結果の発

表（高田署）でした。この中では，渓流での堰提

工事での効率的な魚道の設置方法の改良，自然景

観にマッチした堤体面の化粧型枠の開発，さらに

堤体壁面の緑化工法の検討などが進められ，さら

に地元住民や河川の利用者へのアンケートを行っ

て，実行結果の評価と治山工事のPRを図ってい

ます。この課題も今後の治山技術に貢献するもの

として，日本林業技術協会理事長賞を受賞してい

ます。

今回のコンテス1，はたいへん熱気のある発表が

続き，1日で終わるのはもったいない感じもした

ほどです。先にも述べましたが，コンテスト参加

の課題は，いずれもそれぞれの職場において選ば

れてきたものであって，課題の重要性，解決の方

法，実用性，発表の平易さなどにおいて甲乙つけ

がたく，受賞を逸した課題も，受賞したものと紙

一重の差にすぎませんでした。また，どの課題の

発表も，スライドやOHP等の器材を使ってたい

へん平易になされ，学会などよりもずっとわかり

やすいという評価も得ました。

この林業技術コンテストも今回で38回を経ま

したが，今後ますます発展し，林業技術向上に貢

献するものと期待されております。また今回は参

加16課題のうち，営林局署関係が多く，県関係は

2課題と少なかったのですが，その内容はユニー

クなものでした。これからは国有林はもちろん，

民有林関係の技術第一線からの参加が増えること

が望まれ，両者の技術の融合が林業界全体の技術

向上に役立つものと思われます。

（日本林業技術協会技術指導役・蜂屋欣二）

林業技術No.6071992.10
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発表要旨E(機械化･森林保護･治山分野）
■林野庁長官賞 は｢キャー，キャー･･」「コロコロ

…」という独特の響きを持ってい

る。④立枯木・倒伏木・伐根等か

ら，主としてアリ類（ムネアカオ

オアリ等）をエサにしている。食

痕は他のキツツキ類と違って極端

に大きい。

(2)クマゲラの生息環境等

調査の結果，その生息地は白神

山地森林生態系保護地域にほど近

いブナを主体とする天然生林であ

る。

1)地形等の特徴

ア地形：①沢が分かれた地点

の，②崩壊・山抜け等でできた台

地状の地形で，③さらにその背後

に急斜地を持っている地形になっ

ている。

イ．台地状地形の面積はそれほ

ど大きなものはなく，およそ1ha

生息環境データによる「クマケラ営巣木の探査法」

について
青森営林局弘前営林署

内海和徳・上川原一夫

1．はじめに

当営林署管内の国有林において，

平成2年3月にクマゲラ（国の天

然記念物）が確認され，一部マス

コミのセンセーショナルな報道や

自然保護団体等の要請もあり，伐

採凍結，林道開設の中止等を余儀

なくされている。

林業と自然保護の調和を論ずる

にあたっては，クマゲラ生息実態

の解明が不可欠の要件である。そ

こで基礎的データ収集のため，既

生息地の環境調査および巣造りか

ら巣立ちまでの行動を観察し記録

することとした。

調査は2年間行ったが，今回，

その生態観察を継続する中で,"ク

マゲラ営巣木の効率的な探査方

法”についての一定の見解が得ら

れたので発表する。

2．クマゲラの生態等基礎データ

(1)クマゲラの特徴

①大きさはカラスぐらいで（45

cm程度),他のキツツキ類に比し

て大型である。②オスは一見して

｢赤いベレー帽｣をかぶっているよ

うな姿をしている。③メスは後頭

部が少し赤いだけである。鳴き声

7月上旬

A
7/77月 上

ー

巣
立

下
一
中
一
上

ち抱
期 卵
間
期

6月

事
業
見
合
わ
せ
期
間

一一一一

下
一
中
一
上

5月

巣
造
り
期
間１

ト
い
形
成
↑
↓
巣
造
り

下
一
中
一
上

4月

3月
(下旬） ’

4月下旬

奥
赤
石

森
吉
山

尾
太
岳
卿

尾
太
岳
㈲

中
村
川
⑧

中
村
川
口

繁
殖箇
所時期

年度IS53H.2 H,2H､3H,3 H､3

図｡lクマケラの繁殖経過
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程度である。

ウ．沢分かれ・台地・背後の急

斜地までの標高は，およそ470～

580mの脆囲である。

2)林況等の特徴

台地状地形の林分内容は，ウダ

イカンバ・ナラ等が若干混入して

いるブナ主体の天然生林で，付近

の林分と比較すると，樹冠配置が

整っていて大径木が多い。また，

かん木・ササ等は少なく林内は比

較的明るい。

3)巣穴等の特徴

アクマゲラが巣穴を掘る樹木

は,すべてブナの立木で樹高27m

前後,胸高直径80cm前後の通直

な優良材に限られている。

イ．巣穴には子育てに使うもの

と，ねぐらに使うものがあるが，

巣穴の大きさ等には顕著な違いは

見られない。

ウ．巣穴の数は，高さ9m前後

の箇所に1～5個ぐらいで，その

うちの1個を子育てに使用する。

4)クマゲラの巣立ち時期等

ヒナの巣立ち時期については，

その繁殖活動への影響を避けると

ともに，伐採，林道開設等の開設

時期決定にあたって重要な目安と

なるから，正確に把握しておく必

要がある。

繁殖記録については，当営林署

管内の3事例を含め，本州では全

部で5箇所の記録しかないが，巣

造りから巣立ちまでの時期は,図．

1に示すようにほとんど同じよう

である。特に，ヒナの巣立ち時期

では，5事例のうち4事例までが

6月中旬で一致し，1事例のみ7

月上旬となっている。

ちなみに，平成3年度には，当

営林署管内の3地点で合わせて7

羽のクマゲラのヒナが巣立ちした

が，その他の地点での巣立ちにつ

いては報告されていない。

3．生息確認調査（クマゲラ営巣

木探査法）のポイント

青森営林局では,｢クマゲラが使

用している営巣木を中心として半

径500m程度の範囲内を禁伐区

域」とし，さらに「造巣から巣立

ちが行われる期間は，営巣木を中

心として半径1,000m程度の範

囲内での事業実行は見合わせる」

こととしている。そのため今後，

事業の実施にあたっては，あらか

じめ営巣木の有無等の確認調査を

しておく必要がある。

クマゲラの生息確認は，個体そ

のもの・鳴き声・採餌木・食痕・

巣穴等の確認によってなされるが，

営巣木を探し出す手法としては，

空中写真等を活用した次の方法が

有効である。

まず，地形図，空中写真等から，

前に述べたクマゲラの棲んでいる

地形，林況等の特徴に合致する地

点を探し出す。

重要なキーワードは,｢沢分かれ

地点｣，「崩落・山抜け等でできた

台地状地形｣，「背後の急斜地形｣，

それに「ブナの大径木」であり，

また，この条件を満たす地点を空

中写真等にマーキングしながら調

査スケジュールを検討することが

大切である。そして，マーキング

地点の現地では,｢枝下高の高い大

径木で，樹形の良いブナの立木が

そろっている箇所」を重点的に調

査するのが，最も正確で時間的ロ

スを少なくする効率的な方法であ

る（表･’参照)。

4．おわりに

このような営巣木探査法を用い

て，平成3年度に新たに2地点に

おいてクマゲラの繁殖活動を確認

し，それぞれの抱卵から巣立ちま

でを観察することができた。この

17

表･1生息確認調査のポイント

1．森林調査図

(1)まとまりのあるブナ天然生

林

②樹齢120年生以上の林分

⑧標高500m前後

2．空中写真

(1)沢が分かれ

②山抜けしだ台地状

⑧背後が急斜面

(4)樹冠配置が良い（比吸的明

るい）

6大径木で樹高が高い

3．現地調査

(1)鳴き声

に豚餌木

…

仏)かん木・ササが少ない

⑤樹冠配置が良い（比醸的明

るい）

6枝下高の高い大径木

(7)集団で樹形が良い

新たなクマゲラの生息確認によっ

て，私たちの提唱する生息環境デ

ータおよび営巣木探査法の有効性

が，ある程度ダ現地で検証された

ものと考える。

クマゲラの生態，行動範囲等に

ついて，必ずしも科学的に解明さ

れていない状況の中で，理想的生

息環境とそれに影響を与えない森

林施業の関係を早急に結論づける

ことはできない。

しかし，今回の「クマゲラ営巣

木探査法」によって，かなりの時

間的ロスがなくなり，比較的短期

間により多くのデータ収集が可能

になったと考える。今後さらに生

態観察とデータ収集を行い，クマ

ゲラの生態解明に努め，林業と自

然保護の調和が図られた，適切な

森林施業のあり方を究明する手掛

かりを得たいと考えている。

林業技術No.6071992.10
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■林野庁長官賞

リモコン集材用安全装置付自動フックの考案について

熊本営林局人吉営林署

井上重徳・木村真

1．はじめに

材価の低迷，林業労働者の減少

および高齢化等により，林業情勢

はますます深刻化している。

国有林に依存する林業事業体に

おいては，スカイキャリーなどの

リモコン集材機あるいはプロセッ

サなど高性能林業機械の導入を図

って，この危機を乗り越えるべく

努力がなされており，国有林とし

ても林業事業体の育成強化を図る

ことが急務となっている。

こうした背景から，林業事業体

におけるセット人員を1人でも少

なくして，生産性の向上ならびに

安全性の確保を図ることを主眼に，

リモコン集材用安全装置付自動フ

ックの考案に努め，一応の成果を

得たので発表する。

2．技術研究の経過

(1)安全装置付自動フックの構

造（図．l参照）

(2)自動フックの安全装置 C

この安全装置付自動フックの考

案にあたっては，次の3つの点に

ついて工夫した。

①安全装置となるフック開閉制

御装置は，重垂が振子のように前

後左右360度に動くようにし，本

体がどちらかに傾けば重垂も傾き，

制御装置が働くようになっている。

②フック留め金具が上下に動き

やすくなるように，フック留め金

具の先端にローラーを取り付けた。

③フックの先端部に勾配をつけ

た。これは，フックに荷が掛かる

と，この勾配部分でフック金具の

先端に取り付けたローラーを強く

圧迫することによって，フック留

め金具を自動的に押し下げ，その

動きによって開閉装置をフリーに

する。

(3)安全装置自動フックの作動

状態

本 図･2a

Iき，ア．荷掛けをセットした状態

》る。（図・2a)

'き①重垂が傾くことによって開閉

)金制御ピンを押し上げ，制御ギアを

．た･セットする(A点)。

)け②制御ギアがセットされたこと

$るにより，制御誘導ギアおよび開閉

『のギアは，矢印方向に動かないため，

Iくギアと連動するフック留め金具も

留c点の位置より上方には動かない。

の③フック留め金真がc点の位置

により上方に動かないので，フック

が外れることはない。

動イ．荷を吊り上げた状態（図.2

b)

①荷を吊り上げた場合，フ

ックは垂直になり重垂も垂直

になり，開閉制御ピンは元の

位置に押し下げできる状態に

なる。

②また，荷の重力によって

フックの先端に外側へ逃げよ

うとする力が働き，フック留

閉作動軸め金具は図.2aのC点の位

閉板 置からD点の位置まで押し下

げられる（(2)-③の装置)。

③フック留め金具力:押し下

げられる軸の回転力により，

き開閉ギアが矢印と反対方向に
グ

動き,B点で開閉板を押し下

げる。

正面図｢~、側面図

壜フック留め金具
－1』

開
開

引
ン

図･1安全装置付自動フック構豈図

林業技術No.6071992.10



＄

，

図･2b

図･2c

④開閉板が押し下げられるこ

とにより，開閉板と連動する開閉

制御ピンも元の位置に押し下げら

れ，制御誘導ギアとのセットが外

れる。

ウ．荷が着地した状態(図・2c)

①荷が着地し荷の重力がなくな

ったことにより，フックの先端に

あった外側へ逃げようとする力も

なくなる。

②フックの先端にあった外側へ

逃げようとする力がなくなったこ

とで，フック留め金具を押し下げ

ていた力がなくなり，フック留め

金具はスプリングの引く力によっ

てE点の位髄まで引き上げられ，

フックは外れる状態となる。

(4)製作饗

本体(市販品）7,200円

19

竃：1岸

写真･1本体写真

写真.2盤台上に着い写真･3盤台へ下ろし写真･4盤台に着いた
た状態ている状態状態

卜および加工費5,000円(1)荷掛け地点から土場が見え

計12,200円る範囲のリモコン集材に使用すれ

3．実行結果ば，荷卸し者は不要となり，’人

膣来型自動フックは,横取り作業ができる。

おいて無負荷状態のときフ(2)全幹で多量に集材し,後でプ

ヌ外れやすいが，本器は安全ロセッサによる枝打ち，玉切りを

§作動しフックが外れることする作業に適している。

》o (3)スリング自動引き抜き装置

訂を吊り上げた場合，フックを付ければ，荷卸しのつどスリン

[になり，しかもフックに荷グを山床まで自動的に返送するこ

]が掛かった時点で安全装概とができる。

,－になっており，荷が土場(4)土場に集積した枝条を山床

f地し無負荷状態になったとまで返送する場合にも効果がある。

Pリングの力で自動的にフシ (5)本器の考案によってセツト

トれる。人員の削減，生産性の向上，索下

蔓全装置付のためフックの作業の排除による安全性の確保お

ﾅ作業が簡単にできるようによび労働強度の軽減が図られ，林

業事業体育成の一端になるものと－．

4 －考察確信する。

鋼材および加工費5,000円

計12,200円

3．実行結果

(1)従来型自動フックは,横取り

集材において無負荷状態のときフ

ックが外れやすいが，本器は安全

装置が作動しフックが外れること

がない。

(2)荷を吊り上げた場合，フック

が垂直になり，しかもフックに荷

の重力が掛かった時点で安全装涜

はフリーになっており，荷が土場

等に着地し無負荷状態になったと

きスプリングの力で自動的にフッ

クが外れる。

(3)安全装置付のためフックの

荷掛け作業が簡単にできるように

なった。

4．考察

林業技術No.6071992.1()
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■日本林業技術協会理事長賞 ハーベスタの純作業面積は伐区の

約40％，約7ha程度にとどまっ

た。ハーペスタによる伐倒作業に

は多くの利点があるが，最大切断

径・枝払径を超える立木について

は，チェーンソーとの併用が必要

となった。

(2)集材作業：機械の性能およ

び地形上の制約から，フォワーダ

道の基幹道920mを追加作設す

るとともにトラクタ集材路345m

を新設した。ブォワーダによる作

業は種々利点はあるものの，ホイ

ールタイプのため，天候や地形上

の制約を受けることがあった。

(3)伐採結果：伐採実行結果は

表．lのとおりである。伐採率は施

業方針では30％としたが,水源地

域であること等を考慮した結果，

支障木を含め25％となった｡基幹

道作設によるものが全体の約18

％と大きな割合を占めたが，伐採

支障木などは予想外に少なく，そ

の結果，密度調整に係る伐採率は

20％となった。

高品質材生産のための二次林の施業について
一高性能林業機械による施業実行報告一

北海道営林局厚賀営林署

西田実（現･芦別署）・成田育生・川西光浩・冨田保

1．はじめに

当営林署管内には,皆伐跡地(大

正11～15年)に萌芽および実生に

よって成林した広葉樹二次林が

806ha現存している。形質良好な

有用広葉樹が多いが，すでに過密

状態にあるの乙平成2年度より

r広葉樹二次林プロジェクトチー

ム」を編成し，施業方針について

検討してきた。

なお，比較的平坦地であること

から，高性能林業機械を導入し密

度調整伐採を実行したので，大型

機械の難入と森林施業との関係を

中心とした実行結果を報告する。

2．施業実行箇所ならびに施業

方法

(1)実行箇所の概要

18haについて実行したが(177

ぃ),標高は平均130mの比較的平

坦地であり，樹種はミズナラ（27

％)，シナノキ（19％）を主とし，

カンパ（8％)，その他(46％）と

なっており，胸高直径，樹高はそ

れぞれ平均16cII1,16mで，本数，

材績はha当たり1,400本,220nf

である。

(2)施業方法

ア．力牒方針：健全な林分の造

成，肥大成長の促進，中小径木の

有効活用，効果的な路網の配置，

高性能林業機械の活用等を念頭に

置いた密度調整伐採を行う。

イ．選木方法：残す木＝形質良

好な立木(立て木)，立て木を保護

し側枝等の発生を防ぐ立木（副

木),その他（中立木）および林地

保全に必要な立木；伐る木＝被害

木，立て木と競合する立木，搬

出・伐倒支障木。

ウ．伐採率：30％を目標とす

る。

エ．路網2次の方針に基づいて，

1,390mを計画,①運材は既設の

林道,作業道を使用，②ハーベス

タ用の路線は特定しない,③フォ

ワーダについては，その効率化，

走行性能を考慮し基幹道を設定，

④水の汚濁等に十分留意する。

オ．更新：原則として天11,必

要に応じ広葉樹の植え込み。

3．収穫調査結果

伐採量および伐採率は,表･1お

よび表･2のとおりである。

4．事業実行結果

(1)伐木造材作業：大径木の点

在，作業困難地の存在等により，

表･1伐採実行結果 (単位：本．㎡、％）

密度調整伐採 基幹道 支障木 計

本数 材積 本数 材積 本数 材種 本数 材積

調
鋤
計

1.477780（87％） 603

368

971

119（13％）

58

177（18％）

2,080

555

2.635

899(100％）

82

981(100％）

伐
採
霊

187

187

24

24（2％）1,477780（80％）

伐採率 6 20 4 侭
』 0 0 10 25

表･2樹種別伐採量 (単位：本．㎡.cm.%)

ﾐズﾅﾗ|カンバアサダ|ニレ|イタヤ|ｼﾅﾉｷ|ホオ類|その他|合計

本数

材積

単材積

平均径級

値礪目隅憤瞥怡

413

159

0.38

22

18

201

149

0.74

30

17

43

12

0．28

20

1

22

11

0.50

25

1

257

100

039

22

11

1釦

75

0.39

22

8

６
３
２
３
４

０
１
４
２
２

５
２
０

448

180

040

23

20

2,船0

899

0.43

24

100
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5．考察

（,)選木方法：今回の伐採は,大

正末に更新した二次林における初

回伐採であり，前生の形質不良な

大径木，過密状態の中で発生した

中径被害木が多かった。そのため，

これらを整理するための伐採量が

予想外に多くなり，密度調整効果

を発揮させるための選木が不十分

となった。今後は，あばれ木等の

整理伐採対象木を次回伐採対象木

として残し，その分，密度調整効

果を高める方法を検討する必要が

ある。

(2)伐採率：この林分は,地元住

民の水源地となっていることから，

伐採と路網作設においてもそれら

を配慮して実行したところ,結果

的に25％となった｡伐採後1年経

過したが，フォワーダ道等の跡地

へも植生が良好に回復しており，

水量にも大きな変化は見られない。

■日本林業技術協会理事長賞
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表･3高性能林業機械の作業仕組と性能

林業機柵 作業仕組 性能

ハーベスタ 伐木造材

(伐倒）

(枝払）

(玉切）

①全長5,750川(ブーム含む),全幅2,500m,全高3,700m
②最大切断径350川，最大枝払径60m
③ブーム装置＝二段伸縞全長9.650m
④作業条件＝傾斜直に対し20。程崖橦に対し10～13.
⑤走行速度＝4.4～3.4畑jh

フオワーダ 集材巻立 ①全長7.200m，全幅2,300m，全高2,帥0Ⅷ
②走行遠度=30Wn/h
e作業卜琴坂角度＝20。

今後も経過を観察しながら，より

適切な伐採率，路網配置を検討す

る必要がある。

(3)路網：計画では,当初作設し

た基幹道と林内疎開地を走行する

ことで作業が可能と考えていたが，

結果的に基幹道の追加，トラクタ

道の新設といった事態となり，そ

れに伴う支障木も増加することと

なった。今後は，高性能林業機械

導入区域と従来型作業区域を分け，

それぞれに適した路網配置を検討

するとともに，双方の連携を十分

取る必要がある。

6．おわりに

高性能機械を導入する場合，現

状では従来型作業との併用がより

現実的と思われるが，森林の持つ

諸機能と機械の性能を十分生かす

ような森林施業技術を確立するこ

とが急務である。

自然環境を考慮した治山事業の一考察について

現在まで試験施工を行ってきた。

(1)魚道：そ上してきた魚が発

見しやすいように堰堤直近の階段

式魚道工(1.5m四方の枡が30cIn

の落差で続く階段式魚道）とした。

(2)簡易魚道：放水路の中央を

1°はじめに

国立公園内等の特に景観を重視

すべき場所では，可能なかぎり自

然にマッチした工法を施工する必

要があると考え，自然環境および

景観を考慮した治山事業を実行し

てみたのでその経過を発表する。

2．施行（業務研究）の経過

新潟県の南西部・長野県境に近

い上信越高原国立公園第2種特別

地域内（笹ケ峰自然休養林でもあ

る）で施行した。

自然環境を考慮した魚道の設置

と，堤体をいかに自然にマッチさ

せるかを璽点に，平成元年度から

前橋営林局高田営林署

中嶋好幸・土屋卿彦

写真･1魚道工全景

林業技術No.6071992.10
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写真･2ハチの巣構造の新化糯型枠 写真･3堰堤の壁面緑化

少しへこませ，水を集中させるこう」によるコンクリート谷止工の

とによってイワナ等がジャンプし壁面緑化を試み緑化に成功した。

やすいようにしてみた。まず，①コンクリートを一層打

(3)化粧型枠：コンクリートのち，凸凹しないように板を置き，

地肌面を自然石に見せるため，発その上に「植生土のう」を並べる。

泡スチロールでできた『化粧型枠」②雨水がしみ込む溝を設けるた

を使用してみた。しかし，形状がめ，型枠に面木を45｡に固定し，

凸凹のため，つなぎ目の施工が複コンクリートを打設する。

雑になるという欠点があり，改善この堰堤の壁面緑化は，今後，

を試みた。小規模な谷止工にも実行したいと

(4)新化粧型枠：施工性につい考えている。

て検討した結果，六角形のハチの3°まとめ

巣椛造にしたところ，つなぎとセこれらの施工のうち，特に「新

パレータの取り付け等が便利にな化粧型枠」は評判が良く，すでに

り，上下がなくなり，取り付けが民間の施設・林業事務所の床固工

楽になった。また，石の模様が違にも採用され，順調に普及してい

う2種類の型枠をランダムに組みる。

合わせることによって，より自然これら自然景観を考慮すること

石に近づけることができた。による出費は,表･’のとおりであ

(5)堰堤工壁面緑化：「植牛士のる。魚道や化粧型枠の設置で全工

表・1年度別工種と工種別金額

年度

平成1

〃2

〃2

〃2～3

〃3

工種 金額 全工事費との比率

魚道 1,964千円 6.6％

■ ■

化粧型枠 1,278千円

堰堤壁面緑化実験

新化粧型枠の検討・作成・施工

壁面緑化の確認

77％

林業技術No.607199210

年己全

写真･4楯牛士のう設置状況

費の10％弱の掛かり増しとなっ

たが，近年の自然環境に対する住

民の意識変化を考慮するとやむを

得ないと考える。

また，昨年の秋，観光客，釣り

人を対象に行ったアンケート調査

によれば,｢堰堤が自然環境を損ね

ていますか」について「いいえ」

と答えた人が88％，「堰堤の上流

に魚はいましたか」について「は

い｣と答えた人が73％と，大方の

理解が得られている。

本来は自然石で施工したいとこ

ろを，近年の人手不足，石積技術

者不足により，やむを得ず化粧型

枠にしたものであるが，今後はよ

り自然にマッチした型枠となるよ

う改良していきたいと考えている。
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合わせて36％の節減となり,人工

数で16.5人節減できた。

(2)簡易ネット州隠置後の被害発

生状況について,調査対象地(0.04

ha)を設定して調査したが，表･2

に示すように簡易ネット柵設置内

では枯損被害は発生しなかった。

4．考察

動物が網に当たったときの衝撃

で，支柱を支える補助杭が曲がる

ことがあるので，支柱を太く長く

(径3.3cll1×長さ2．7m)する（経

費節減のため努めて立木を利用す

る)。また，アンカーピンについて

はう先端部の曲がりを多くしたり，

付近の丸太や根株を利用して針金

等で留める必要がある。

シカ防除r簡易ネット柵」の作設について

東京営林局平塚営林署

庄野靖一・上林旭

1．はじめに

当署管内の世附国有林では，シ

カによる幼齢造林地の被害が年々

増加しており，森林造成上大きな

課題となっている。今回，従来の

金網柵に代えて「簡易ネッ|､柵」

を考案し，導入したところ成果を

得たので発表する。

2．防除対策

(1)生息状況：まず生息状況を把

握するために，世附，中川国有林

団地4,700ha(うち，鳥獣保護区

500ha,猟区4,200ha)について，

｢シカ発見記録カード｣による分布

調査を行った。

カードによって31カ所が確認

された（平成2年4月から3年

12月まで)。この結果，①天然林

に接近した所に個体数が多かった

が，これは鳥獣保謹区内でスズタ

ケが後退したため，餌場を求めて

移動したものと考えられる。②民

有地に近い区域に個体数が多かっ

たが，これは国有林に隣接する県

有林および民有林の幼齢造林地に，

シカ防護柵が設置されたことから，

国有林が餌場になったと考えられ

る。

(2)シカ防護柵：「簡易ネット柵」

を中川国有林128れ2小班に設置

したが,その面積は4.45ha,延長

は1.175mで,ha当たり264m

である。

「簡易ネット柵」の規格は表．l

のとおりであり（支柱径2.6c111,

長さ2.4m),その設置方法は張り

ロープ，押さえロープを張り，支

柱は補助杭で留める。押さえロー

プはアンカーピンにより地面に固

定する（図・1)。

3．成果

(1)簡易ネット柵は従来の金網柵

と比較して,ha当たり経費におい

て物件費（72,877円）で20％減，

労務費（163,350円）で60％減，

支柱

門
庁ロ

ーB一一

3.00m
ー

張 りローブ留め金
一一､－

II、、
、

｜
，
四
。
『
ヨ

」’

_U雨I
＝通

－

一
一
一
一
寵

－

、､

図･1簡易ネット柵設置図

(期間・平成2．3.～312)表･2経過観察結果表･1簡易ネット柵規格表

被害率調査本数 枯損被害数林小班 面積ha

…一.迫

120本0本0％

120本26本22％

0.04

004

ネット柵内

無冊対照区

128れz

l29い2

林業技術No.6071992.10

規格

2

標準展開サイズ

1.611×50m’

網目

Ⅲ
ｊ
Ｏ
辺
０
１
１
く

材質

ポリエ
チレン
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したがって，飛来するコガネムシ

の成虫を連年捕護することにより，

幼虫の発生を大幅に減少させるこ

とが両硝gになったものと考えられ

る。

3．考察

以上のように，誘蛾灯による防

除は，①被害本数の減少，②損失

額の減少(昭和62年度と平成3年

度を比較すると1/18になった)，

③薬剤経費の節減，④安全衛生面

での改善（薬剤処理作業の軽減）

等の効果があったと考えられる。

誘蛾灯によるコガネムシ類の効果的な防除方法

高知営林局安芸営林署

中山修一・畠山尚明

1．はじめに

コガネムシ類の防除に当たって，

昭和62年度から従来の薬剤処理

に加えて誘蛾灯を設置し誘引防除

を行ったところ，一定の効果があ

ったので発表する。

2．防除方法

(1)薬剤散布：①床替時にダイア

ジノン粒剤を10a当たり6～9

kg土壌に混和。②床替時に臭化メ

チルで土壌燃蒸。③5～9月に月

1回程度，バイジット粒剤を10a

当たり9～12kg散布｡④根切時の

8月下旬～9月上旬にバイジット

乳剤を土壌に注入。⑤被害発見時

にバイジット乳剤を土壌に潅注。

これらの方法では，効果が薬剤

散布区域に限定され，また，薬剤

処理時に薬剤を手まきするため安

全衛生面への配慮が必要である。

(2)捕獲装置：コガネムシ類の成

虫の飛来・産卵を防ぐために，苗

畑の要所に誘蛾灯を設置し，捕護

することを考案した。誘蛾灯は市

販の電撃殺虫機（三輿電気㈱製

P0-100,30Wのブラックライト

2灯式）を改良したものである

(図・1)。すなわち，誘蛾灯の真下

に落下成虫を回収できる受け口の

ある捕漉器を設けた。この捕独器

は，廃品の角ポリバケツの底を抜

いて，古いテントをスカート状に

巻き付け，さらに，テントの下に

トタン2枚を筒状にして付けた。

その結果，プラックライトに接触

したコガネムシは，角ポリパケツ，

筒の中を通って確実に水の入った

角ポリバケツの中に落下し，接触

後に再び飛散して床面に産卵する

のを防ぐことができた。改良費用

は，1基につきトタン2枚の代金

1,300円で,1日程度で設置でき

た。

(3)捕獲頭数と被害本数：捕獲頭

数は,平成3年度には昭和63年度

と対比して，152％増の14,848頭

で改良の効果があった。年度別被

害本数は表・1に示すように,誘蛾

灯設置直後より毎年減少しており，

一
一/|、ノハ ’

誘 蛾灯

1.0m

↓
－1一
0.4m

｛|ノ
ー

爪
0．4m

V

15．0m
｣

角ポリバケツ

古いテン 卜
改
良
部
分

巳-判 トタンの筒

2．7m

木製支柱
ー

ノ

- ー

0,5m

、|， (『美デ
1111

角ボリバケツ

W

図･1改良後の捕漣装置

表･1年度別山行苗の被害率

年度別 S.621S.631H.11H.2H.3

床替本数

被害本数

被害率

損失額

X1000本

×1000本

％

X10的円

651

53

8.0

2.518

658

30

5．0

1．425

680

10

2．0

475

650

3

05

143

643

3

0．5

143

林業技術No.6071992.10
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枝打ち鋸の改良について

１
０
４

屯
ｐ
《

長野営林局福島営林署

新原兼雄・黒田勲

1・はじめに

枝打ち鋸の軽量化・小型化に向

けて試行錯誤を繰り返した結果，

昭和60年にほぼ現在の型式に到

達し，7シーズン使用して好結果

を得たので発表する。

2．改良に至る経緯

日義森林事務所では，ここ数年

冬期作業は厳寒期を除き，その大

半が枝打ちである。

以前は，はしごに登っての作業

であり，危険な高所作業であるの

で，かん木・ササ等のある積雪の

急斜面を重いはしごを持ち歩くの

はたいへんな作業であった。その

後，市販の長柄鋸を使用しての作

業となったが，鋸が重いので腕の

疲れが大きいわりに非能率であっ

た。そこで関係者全員で軽量化・

小型化に努力してきた。今回改良

した枝打ち鋸の重さは，市販され

ているもの(16009)の約1/3の

5509である（写真･1)。

3．成果

軽量化・小型化によって，

(1)林内での取り扱いが容易とな

り，作業中の移動もスムーズで，

腕の疲れも少なく能率向上が図ら

れた。

(2)はしごの移動や危険な高所作

業がなくなった。

(3)鋸部が簡単に外せることから，

①狭い幕舎内でも目立等が容易に

できる。②鋸部を鞘に収めること

ができるので，移動時も安全であ

る。③柄を取り替えれば，手鋸と

しての使用も可能である。④アル

ミパイプは，つえとしての使用も

可能である。

(4)アルミパイプの柄は，伸縮が

自由自在なので対象木に合わせた

枝打ち高が取りやすい（写真･2,

3)。

(5)鋸刃以外は廃品利用のため，

経費はほとんどかからない。

旦章淫
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弓
阜
一
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写真･1左：市販品，右：改良型
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」
な
ど
の
漢
方
方
剤
と

し
て
、
〃
擁
血
、
胸
揮
・
心
痛
〃
に
使
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、

E蚕
・1』

鶏
，

・&曇

ユウガオの実

現
在
の
〃
狭
心
症
、
脳
血
栓
、
動
脈
硬
化
症
″
に
相
当
す

る
。
ま
た
同
時
に
、
難
白
に
は
〃
発
癌
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
抑

制
作
用
″
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
癌
の
予
防
に
な
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
こ
の
領
域
は
、
筆
者
の
研
究
結

果
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
い
や
、
筆
者
は
、
血
栓
症
の

病
気
と
癌
の
予
防
を
実
践
す
る
た
め
に
、
酢
漬
け
ラ
ッ

キ
ョ
ウ
を
毎
日
三
～
五
個
ず
つ
食
べ
て
い
る
。

ニ
ラ
（
韮
）
は
、
ニ
ラ
の
卵
い
た
め
、
ニ
ラ
野
菜
レ
バ

い
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
鱗
茎

（
韮
白
）
、
葉
、
種
子
（
韮
子
）
を
薬
用
に
供
す
る
。
全
草

に
、
滋
養
・
強
壮
の
ほ
か
、
健
胃
、
体
を
温
め
る
作
用
、

ま
た
、
搾
り
汁
は
消
炎
、
止
血
、
止
痛
作
用
が
あ
り
、
打

ち
身
、
捻
挫
に
用
い
る
。
漢
方
で
は
、
韮
子
を
泌
尿
器
系

疾
患
に
用
い
、
頻
尿
、
遺
精
、
油
痛
な
ど
に
処
方
す
る
。

『
妙
薬
手
引
大
成
』
に
よ
る
と
、
「
撹
乱
（
吐
涜
）
二
、
韮

ノ
根
ヲ
セ
ン
ジ
、
頻
繁
二
用
ヒ
テ
ョ
シ
」
と
あ
り
、
病
後

や
過
労
に
よ
り
体
の
精
気
が
落
ち
、
汗
を
か
き
や
す
く

な
っ
た
と
き
、
韮
根
を
煎
服
す
る
。
ま
た
、
消
化
器
機
能

低
下
に
よ
る
下
痢
に
著
効
を
現
す
。

一
方
、
夏
は
あ
っ
さ
り
し
た
淡
白
な
も
の
、
「
そ
う
め
ん
」

や
「
ユ
ウ
ガ
オ
」
な
ど
が
好
ま
れ
る
。
ユ
ウ
ガ
オ
に
つ
い

て
は
、
本
誌
先
々
月
号
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
あ
の
淡
白

な
食
べ
物
は
夏
の
料
理
と
し
て
は
最
高
。

中
元
の
贈
答
品
の
中
で
、
そ
う
め
ん
の
人
気
が
高
い
と

い
う
。
そ
う
め
ん
で
思
い
出
す
の
は
、
山
形
で
は
盆
に
仏

壇
や
墓
参
り
に
そ
う
め
ん
を
供
え
る
こ
と
で
あ
る
。
墓
参

り
し
た
後
で
、
そ
こ
で
食
べ
た
そ
う
め
ん
と
ユ
ウ
ガ
オ
の

味
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
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風 土と薬荊恒吻、鱗
争奪
÷

19残暑を乗り切りましたか？

幾
溌患（明治薬科大学教授）

奥山徹

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
果
物
が
う
ま
い
季
節

し
か
も
、
品
種
が
豊
富
だ

モ
モ
、
ブ
ド
ウ
、
ナ
シ
、
イ
チ
ジ
ク
そ
し
て
リ
ン
ゴ
。

夏
の
ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
と
い
い
、
よ
く
も
こ
れ
だ
け
の

量
の
水
分
を
地
中
か
ら
吸
い
上
げ
、
独
特
の
風
味
と
滋
養

分
を
蓄
え
た
も
の
だ
と
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。

「
滋
養
分
」
と
い
え
ば
、
土
用
の
丑
の
日
に
食
べ
る
ウ

ナ
ギ
。
今
や
全
国
的
な
食
習
慣
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、

残
暑
厳
し
い
時
期
に
、
滋
養
豊
富
な
ウ
ナ
ギ
や
ド
ジ
ョ
ウ

を
食
べ
て
こ
そ
、
残
暑
を
乗
り
切
れ
よ
う
。

石
麻
呂
に
我
も
の
申
す

夏
痩
せ
に
よ
し
と
言
ふ
も
の
ぞ

む
な
ぎ
と
り
め
せ
万
葉
集

か
ば
焼
が
一
般
化
し
鰻
丼
が
広
ま
る
の
は
、
江
戸
時
代

中
期
の
江
戸
に
お
い
て
で
あ
る
。
総
理
府
の
家
計
調
査
に

よ
る
と
、
ウ
ナ
ギ
の
か
ば
焼
に
一
世
帯
が
年
間
に
費
や
す

支
出
は
全
国
平
均
で
五
、
二
三
○
円
。
初
め
て
五
千
円
を

突
破
し
た
と
の
こ
と
。
支
出
の
多
い
都
市
は
、
京
都
、
大

津
、
大
阪
、
奈
良
、
名
古
屋
で
、
地
域
的
に
は
「
西
高
東

低
」
の
傾
向
に
あ
る
そ
う
だ
。

世
界
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。

エ
ジ
プ
ト
が
歴
史
的
、
世
界
的
に
誇
り
う
る
巨
大
な
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
を
造
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
今
話
題
の
「
モ
ロ

ヘ
イ
ア
」
（
粘
液
性
物
質
が
多
く
、
ビ
タ
ミ
ン
類
を
多
く
含

む
こ
と
か
ら
、
最
近
で
は
野
菜
と
し
て
愛
用
さ
れ
て
い
る
）

と
、
「
ニ
ン
ニ
ク
」
を
食
べ
て
、
活
力
を
付
け
て
働
い
た
か

ら
だ
と
か
。
ギ
リ
シ
ャ
時
代
に
は
、
兵
士
は
闘
い
に
臨
ん

で
必
ず
ニ
ン
ニ
ク
を
食
べ
て
出
か
け
た
な
ど
、
そ
の
強

壮
・
強
精
作
用
に
は
定
説
が
あ
り
、
今
日
な
お
熱
狂
的
な

ニ
ン
ニ
ク
信
者
が
多
い
。

世
界
に
は
二
つ
の
陣
営
、
タ
マ
ネ
ギ
や
ニ
ン
ニ
ク
の
愛

好
派
と
、
嫌
い
な
派
と
に
分
か
れ
て
い
る
。
〃
真
夏
の
夜
の

夢
″
の
中
で
、
役
者
た
ち
を
し
て
「
我
々
は
、
甘
い
息
を

吐
か
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
タ
マ
ネ
ギ
や
ニ
ン
ニ
ク
を
食

べ
て
は
な
ら
な
い
」
と
教
え
た
ボ
ッ
ト
ム
も
こ
の
後
者
の

グ
ル
ー
プ
。

和
名
の
コ
ー
ン
’
一
ク
」
は
仏
教
用
語
の
〃
忍
辱
″
（
菩
薩

が
浬
樂
の
彼
岸
に
至
る
ま
で
の
六
の
行
の
一
つ
）
か
ら
来

て
い
る
。

禅
寺
に
は
、
〃
董
酒
門
内
に
入
る
を
許
さ
ず
″

と
い
う
石
柱
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
酒
、
五
葦
（
韮
、
大

燕
、
大
蒜
、
芸
謹
、
胡
菱
）
を
禅
寺
に
持
ち
込
む
こ
と
を

禁
止
し
た
。
悪
臭
が
あ
り
、
強
い
興
溺
性
強
壮
作
用
を
持

つ
こ
と
か
ら
、
修
業
の
迷
い
に
な
る
と
し
て
食
べ
る
こ
と

を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
一
方
、
『
東
波
志
林
』
に

よ
る
と
、
「
僧
は
酒
を
般
若
湯
と
い
い
、
魚
を
水
俊
花
（
ス

イ
サ
ン
カ
）
と
い
い
、
鶏
を
鐵
難
菜
（
サ
ン
リ
サ
イ
）
」
と

呼
ん
で
い
た
。
僧
た
ち
は
、
ニ
ン
ニ
ク
に
滋
養
・
強
壮
・

強
精
作
用
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
厳
し
い
修
業
に

耐
え
忍
ん
で
食
べ
た
よ
う
だ
。
「
般
若
湯
」
が
酒
の
、
「
忍

辱
」
が
ニ
ン
ニ
ク
の
隠
語
だ
っ
た
こ
と
か
ら
も
う
な
ず
か

れ
る
。ニ
ン
ニ
ク
や
タ
マ
ネ
ギ
に
は
、
一
連
の
硫
黄
化
合
物
が

含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
、
ニ
ン
ニ
ク
の
に
お
い
や
、

タ
マ
ネ
ギ
を
刻
む
と
き
に
涙
が
出
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
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１
ｌ
Ｊ

筆
者
紹
介

一
う
え
と
し
か
つ
。
一
九
三
七
年
尾
鷲
市
生
ま
一

一
れ
。
和
歌
山
県
立
熊
野
高
校
卒
。
紀
伊
半
島
の
山
一

一
中
で
炭
焼
き
や
植
林
に
従
事
す
る
傍
ら
、
文
学
活
一

一
動
を
精
力
的
に
行
う
。
『
山
び
と
の
記
』
『
昭
和
林
一

一
業
私
史
』
ほ
か
著
霧
多
数
。

一
最
近
三
十
年
前
の
青
年
時
代
に
自
分
で
植
え
一

一
た
杉
を
伐
り
出
し
て
き
て
、
熊
野
古
道
の
近
く
に
一

一
家
を
建
て
た
と
い
う
。

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｏ
０
１
０
０
０
Ｉ
１
０
０
１
０
０
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
』蕊

至る津

〆
fl

大社
●

新宮市

q捻木の杉

な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
地
に
残
る
清
姫
の
怨
念
が
か
く
も
奇

怪
に
捻
じ
ら
し
め
た
と
考
え
る
べ
き
か
。
根
方
に
は
役
ノ

非
一
つ

行
者
の
石
像
が
祀
ら
れ
、
菊
の
花
な
ど
が
手
向
け
ら
れ
て

い
ス
殆捻
木
の
杉
か
ら
潮
見
峠
の
ピ
ー
ク
ま
で
は
二
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
で
あ
る
。
辺
り
は
杉
と
桧
の
植
林
地
で
、
そ
の
間

か
ら
田
辺
の
町
や
海
が
か
す
か
に
見
え
る
。

そ
し
て
、
潮
見
峠
も
今
で
は
一
面
の
植
林
地
と
な
り
、
も

は
や
海
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
宿
屋
が
あ
っ
た
跡
地

も
樹
齢
三
十
年
ほ
ど
の
杉
が
そ
び
え
立
っ
て
い
る
。
ふ
も

と
に
自
動
車
道
が
で
き
た
の
は
昭
和
の
初
年
の
こ
と
で
、

そ
れ
以
前
は
日
常
の
生
活
道
で
あ
っ
た
。

兵
役
や
紡
綴
に
行
く
者
や
物
売
り
が
越
え
、
田
辺
の
女

も
と

の
許
へ
通
い
つ
め
て
夜
中
に
越
え
た
と
い
う
者
も
い
る
。

ま
た
、
山
間
部
の
小
学
生
た
ち
は
遠
足
で
登
っ
て
、
初
め
て

海
を
見
た
の
で
あ
る
。
沖
に
浮
か
ぶ
船
を
眺
め
て
海
軍
に

く
り
す
が
わ

あ
こ
が
れ
た
、
と
も
私
は
地
元
、
栗
栖
川
の
人
か
ら
聞
い

た
。

と
ん
侭
が
わ

峠
か
ら
は
東
の
方
角
へ
、
ふ
も
と
の
富
田
川
へ
と
下
る

も
の
で
、
広
野
坂
と
い
う
。
す
ぐ
下
に
峠
で
宿
屋
を
し
て
い

た
家
族
の
墓
所
が
あ
り
、
い
ち
ば
ん
新
し
い
墓
石
に
は
「
正

露
佐
平
大
正
十
三
年
没
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
下
の
山
腹
に
七
十
ア
ー
ル
ほ
ど
の
棚
田
が
重

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
正
露
家
の
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
今
で
は
三
、
四
十
年
生
の
杉
が
う
っ
そ
う
と
そ
び

え
立
っ
て
い
る
。

潮
見
峠
越
え
は
か
っ
て
は
田
畑
の
肥
料
や
牛
の
飼
料
を

取
る
採
草
地
と
、
薪
や
炭
に
す
る
二
次
自
然
林
で
あ
り
、
今

よ
り
も
ず
っ
と
明
る
く
見
晴
ら
し
も
よ
か
っ
た
に
違
い
な

い
。
植
林
が
行
わ
れ
た
の
は
昭
和
三
十
年
代
か
ら
の
こ
と

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
辺
り
は
間
伐
を
し
て
、
直
径
二
十
セ
ン
チ
前

は

後
の
丸
太
が
あ
ち
こ
ち
に
転
が
っ
て
い
る
。
皮
も
剥
い
で

お
り
、
乾
燥
し
、
目
方
を
軽
く
し
て
、
下
方
の
車
道
ま
で
肩

で
運
ぶ
つ
も
り
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
も
う
二
年
以

上
も
た
っ
て
、
カ
ビ
が
生
え
て
い
る
。
も
っ
た
い
な
い
こ
と

つ
』

だ
が
、
朽
ち
て
肥
や
し
に
な
る
ば
か
り
だ
。

だ
が
、
間
伐
を
し
て
い
る
の
は
感
心
な
ほ
う
で
、
ま
る
き

り
手
入
れ
を
し
な
い
林
が
圧
倒
的
に
多
い
。
荒
れ
放
題
の

山
を
見
る
と
、
な
ん
の
た
め
に
植
え
た
の
か
、
と
私
は
あ
ら

＃

た
め
て
訊
ね
た
い
気
持
ち
に
な
る
。
森
林
組
合
が
補
助
金

を
く
れ
て
植
え
よ
と
言
う
か
ら
、
み
ん
な
が
植
え
る
か
ら
、

植
林
山
だ
と
よ
い
値
段
で
売
れ
る
か
ら
、
植
え
た
の
だ
ろ
う
。

植
え
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
、
自
然
林
の
樫
や
ウ
パ
メ
ガ

シ
だ
と
備
長
炭
の
原
木
に
で
も
売
れ
る
の
に
、
景
色
だ
け

で
も
よ
か
っ
た
の
に
、
と
悔
や
み
な
が
ら
、
荒
れ
る
に
任

せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
み
ん
な
が
植
え
る
か
ら
植
え
、
景

摺
れ

気
が
悪
く
な
っ
て
山
林
の
手
入
れ
な
ど
誰
も
し
な
い
か
ら

自
分
も
や
ら
な
い
、
と
ま
こ
と
に
主
体
性
の
な
い
こ
と
だ
。

植
林
地
の
下
は
薄
暗
く
て
草
も
ほ
と
ん
ど
生
え
て
い
な

こ
か
い

い
。
山
腹
の
道
を
斜
め
に
下
っ
て
、
小
皆
の
里
に
出
て
、

再
び
花
に
も
出
会
う
の
で
あ
る
。
薄
紫
色
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
、

紅
色
の
コ
マ
ッ
ナ
ギ
、
純
白
の
花
が
華
麗
に
盛
り
上
が
っ

て
い
る
の
は
セ
ン
ニ
ン
カ
ズ
ラ
だ
。

と
ん
薦
が
わ

し
ぱ
転
か
へ
じ
ち
ょ
う

間
も
な
く
富
田
川
に
下
っ
て
、
芝
（
中
辺
路
町
）
は
か

っ
て
宿
場
だ
っ
た
所
だ
。

林業技術No_6071992.10



29

キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ
が
群
が
り
咲
い
て
い
る
。
っ
ぶ
ら
な
小
我
が
よ

さ
な
花
々
が
、
あ
ふ
れ
る
光
の
中
で
金
色
の
よ
う
に
編

う
。
道
端
に
咲
く
花
々
は
多
く
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
色
彩
と

。
ひ

華
や
ぎ
で
眼
を
惹
く
が
、
初
秋
の
峠
道
の
主
役
は
や
は
り

キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ
で
あ
る
。

こ
の
道
は
三
栖
（
和
歌
山
県
田
辺
市
）
か
ら
登
っ
て
、

標
高
五
四
○
メ
ー
ト
ル
の
潮
見
峠
を
越
え
て
い
る
。
田
辺

く
ち
く
腹
の

は
ロ
熊
野
と
も
い
わ
れ
て
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
、

京
都
や
大
阪
方
面
か
ら
熊
野
詣
に
訪
れ
た
人
々
は
、
こ
こ

か
ら
い
よ
い
よ
神
域
と
さ
れ
る
重
畳
た
る
山
中
に
分
け

入
っ
た
の
で
あ
る
。

名
残
り
の
潮
見
と
い
う
の
は
、
こ
の
峠
を
越
え
る
と
、

ぼ
ん
ぐ
う

へ
肱
や
た
圭

熊
野
三
山
の
主
座
で
あ
る
本
宮
大
社
を
経
て
、
速
玉
大
社

な
ち

ま
た
は
那
智
大
社
に
至
る
約
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
間
に

海
を
見
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
関
東
方
面

こ
ら
し
や

か
ら
東
海
道
を
下
っ
て
く
る
道
者
た
ち
は
、
伊
勢
神
宮
へ

参
拝
の
後
、
紀
伊
半
島
の
海
沿
い
を
た
ど
っ
て
、
速
玉
、

那
智
へ
本
宮
と
巡
拝
し
、
山
中
か
ら
田
辺
へ
出
て
く
る
。

彼
ら
は
こ
の
峠
を
初
の
潮
見
と
称
し
た
と
い
う
。
田
辺
を

経
て
京
阪
神
へ
と
、
つ
ま
り
、
熊
野
詣
に
加
え
て
上
方
見

物
へ
の
旅
を
続
け
た
の
だ
。

道
は
山
腹
を
横
に
巻
い
て
い
る
。
た
ま
に
道
標
が
あ
る

が
、
あ
ま
り
頼
り
に
な
ら
ず
、
道
路
の
手
入
れ
も
さ
れ
て

い
な
い
。
山
仕
事
の
た
め
に
草
を
刈
り
分
け
て
い
る
も
の

の
、
ク
モ
が
巣
を
張
る
な
ど
へ
人
は
め
っ
た
に
通
ら
な
い

よ
う
だ
。

ぬ
じ
さ

だ
が
、
こ
こ
に
は
清
姫
の
伝
説
に
ま
つ
わ
る
捻
木
の
杉

が
あ
る
。
幹
周
り
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
十
メ
ー
ト
ル
は

ね

あ
ろ
う
か
。
た
く
さ
ん
の
枝
が
捻
じ
れ
て
、
ま
る
で
木
の

全
体
が
暴
れ
て
い
る
よ
う
な
姿
な
の
で
あ
る
。

清
姫
の
物
語
も
熊
野
詣
の
所
産
で
あ
る
。
『
今
昔
物
語
』

や
稲
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
、
謡
曲
や
浄
瑠
璃
あ
る
い
は
地
元

の
伝
承
な
ど
、
長
い
歳
月
に
わ
た
り
い
ろ
ん
な
場
面
で
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
主
人
公
は
い
う
ま
で
も
な
い
、
地

宏
悲
ご

元
真
砂
庄
司
の
娘
・
清
姫
で
、
恋
す
る
相
手
は
奥
州
白
河

の
荘
（
福
島
県
）
か
ら
熊
野
詣
に
訪
れ
た
僧
、
安
珍
で
あ

ツ
（
》
Ｏ

安
珍
は
愛
の
契
り
を
破
っ
て
逃
げ
、
清
姫
は
恋
慕
と
恨

み
に
身
を
焦
が
し
つ
つ
追
い
か
け
る
。
日
高
川
の
渡
し
で

間
一
髪
、
安
珍
が
船
に
乗
れ
ば
、
清
姫
は
流
れ
に
身
を
投

げ
、
大
蛇
の
化
身
と
な
っ
て
泳
ぐ
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
大

蛇
は
、
男
が
身
を
隠
し
た
道
成
寺
の
釣
鐘
を
巻
き
つ
け
、

と
も
ど
も
灼
熱
の
炎
と
化
す
と
い
う
物
語
。

真
砂
の
里
は
潮
見
峠
を
南
に
下
っ
て
す
ぐ
の
所
に
あ

り
、
清
姫
は
安
珍
を
追
っ
て
こ
こ
を
越
え
た
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
道
す
が
ら
杉
の
木
に
よ
じ
登
っ
て
眺
め
る
と
、

田
辺
の
町
を
走
る
安
珍
の
姿
が
見
え
、
あ
あ
、
つ
れ
な
い

く
や

男
よ
、
と
口
惜
し
さ
に
身
も
だ
え
し
て
、
そ
の
た
め
に
木

も
捻
じ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
話
は
二

百
余
年
昔
に
書
か
れ
た
『
清
姫
由
緒
図
絵
』
に
戦
っ
て
い

る
そ
う
だ
。
し
か
し
、
『
今
昔
物
語
』
は
今
か
ら
お
よ
そ
八

八
○
年
も
昔
に
で
き
た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
か
ら
、
恋
の

物
語
は
熊
野
詣
を
彩
る
ロ
マ
ン
と
し
て
、
全
国
に
流
布
さ

れ
て
人
々
を
惹
き
つ
け
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
捻
木
の
杉
は
樹
齢
四
百
年
ぐ
ら
い
で
、
と

て
も
平
安
時
代
か
ら
こ
こ
に
生
え
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
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1．はじめに

蕊
よ

「木に縁りて魚を求む」（孟子）釣り道具

によらないで魚を捕ろうとする。方法を誤っ

ては，事は成就しないことをいう。

TBSの筑紫哲也ニュース23のえりも岬

の緑化事業を紹介した中で，筑紫哲也氏がコ

メントしたことわざである。曰く，上記のよ

うに使われていることわざであるが，えりも

lil甲では，森をつくったことによって魚が戻り，

地域の発展に大きな貢献をした。無理な道理

ではなくて，理にかなったことであると。

えりも岬で緑化事業を始めてから40年た 写真･1札幌での森づくりシンポジウム

った今，えりも岬は，北海道でも有数の漁獲

堂を誇る豊かな地域である。づくりに挑戦し続けてきた成果が，漁獲量の増大

40年前は，岬の海岸沿いに荒れ果てた「えりもとなって現れたのであるが，森林・林業関係者の

砂漠」と称するはげ地が広がり，吹きすさぶ強風努力を，広く市民にアピールする絶好の題材であ

によって，砂が海へ，人家へ容赦なく飛び込み，り，全国の森林・林業関係者にも大いに知っても

魚が狸れず，生活環境も極度に悪化して，辛酸をらいたいと思っているので，以下，具体的に述べ

極めた暮らしをしていた。てみたい。

本年5月28日から6月7日にかけて,えりも岬2えりも岬国有林の概況

での国有林緑化事業40年を記念し,さらに地球サえりも岬は，北海道をほぼ南北に縦貫する日高

ミットの開催を記念して,｢掛川源一郎写真展｣｢森山脈がその南端において太平洋に突出し，細長い

づくりシンポジウム」「海岸林サミット」「魚を呼三角形を成す半島の最先端にある。

ぶ森の植樹祭」「緑と魚の音楽祭」等の『'92緑とえりも岬国有林は，この岬から東側の海岸線に

魚のフェスティバル』を多彩に開催したところで沿ったlig400～500m,北に約10kmにわたって

ある（写真･1)。細長く延びており，面積は423haである。地形は

一連の催しは，えりもの例を通じて森林と人と海岸段丘となっており，海抜高50～70mの丘陵

のかかわり，森と地域との結び付きについて考え地帯と,20m以下の平坦地に大きく分けることが

ていこうと企画したもので，いずれも大盛況に終できる。

わった。風が強い所で，年平均風速が8.3m/s,風速10

今，地球規模での環境問題が論議されている中m/s以上の日数が年間273日に及んでいる。濃霧

でえりもの例は，治山事業として長い間地道に森発生日数も多く，年間108日に達し，特に5～8月

林業技術No.6071992.10
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1

写真･2えりも砂漠を行く人馬

に集中している。年降水量は920mmと少なく，冬

期の積雪量もごくわずかである。

一帯の土壌は，約3万2千年前に噴出したとい

われている樽前火山灰に覆われており，ローム層

となって堆積している。これが，えりも特有の強

風によって舞い上がり，飛砂となってこの地区一

帯を困窮させた。

3荒廃の原因と影響

その昔，えりも岬の一帯は，カシワ，ミズナラ，

ハルニレなどの広葉樹を主体とした森に覆われて

いた。

この地に明治初期以降，定住者力贈加するに従

い，燃料・資材用としての伐採，牛・羊の過放牧

による植生の破壊，さらには，バッタの大発生に

よる被害等により，森林が急速に裸地化された。

これに，えりもの過酷な風が作用して，いわゆる

｢えりも砂漠｣と呼ばれた大面積に及ぶ荒廃地がで

きた（写真･2)。

春先になると，乾いた砂は少しの風でも舞い上

がる。強風時には空高く舞い上がって，山々はま

ったく見えず,海に落ちると，沖合10km先まで

茶色に染めた。

住居に砂が入り込み，飲料水は汚れ，結膜炎を

患う人が続出するなど，生活環境は極度に悪化し

た。

また，漁業面にも極度の悪影響を及ぼし，汚濁

31

された海からは魚介類の収獲はなく，

｜；室雛篁篭懸壽雪蹴
う。

4．治山事業の開始

このような状況下で，戦前，営林区

ト署によって一部緑化を試みたが,規模
が小さかったこともあり，目立った成

、

果を見ないうちに戦争によって中断し
‐二

一-ぬた。
曹壼＝

本格的に緑化事業を開始したのは，~ー
ヘ～

浦河営林署にえりも治山事業所を設置

した昭和28年からである。

事業を行うこととなったものの，事

業は困難を極め，試行錯誤の繰り返しであった。

事業計画としては，生活環境に影響が大きい市街

地寄りの地区から早期に草本緑化を行って飛砂や

流砂の防止を図り，その後に木本綴上を行うこと

とした。

5．「えりも式緑化工法」による草本緑化

草本緑化は，飛砂の原因となっているはげ地を

牧草によって覆う事業であり，作業は種子の実播，

施肥の後に，ソダ，ヨシズによる伏工を実施して，

種子，肥料の飛散防止を図った。

昭和32年に種子を直播きした後，雑海藻(雑コ

ンブ，ギンナン草，ホンダワラ等商品価値のない

海藻の総称）を被覆材料として使用したところ，

十分に効果が発揮された。この結果，従来使用し

ていたソダやヨシズが不要となり，経費も大幅に

節減できるようになったことから，大面積の草地

化が可能となった。この方法を「えりも式緑化工

法」と称しており，全体で192haの，赤土がむき

出しのままとなっていたはげ山のほとんどを草地

化することができた。

6．風と闘いながらの木本緑化

木本緑化は昭和29年度より草本緑化実施地に

行ったが，樹種の適性，防風対策，保護等，この

地での方法が未解明なものばかりで，成績は芳し

くなかった。しかし，さまざまな試行錯誤をしな

がら，特に防風対策を重点にして木本緑化を進め

林業技術No.6071992.10
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写真･3ベルトユニット工法による植栽地

てきたのである。

(1)防風対策

現在までに行われてきた中で，防風対策につい

て代表的なものを以下述べてみたい。

①防風垣：

防風対策として主体を成しているのは防風垣で

あり，ヨシズ，スズタケを用い，高さ1.2mで，

北東の主風に対して直角に20m,平行に10mご

とに設置しており，植栽木は良好な生育をしてい

る。当初は30～50m間隔で設置したが枯死した

木が多く，風の強いえりもでは，密に防風対策を

することが重要なポイントとなっている。

垣の高さも高いものは良くなく，現在の1.2m

に落ち着き実行している。

②ベルトユニット工法：

広い荒廃地の木本緑化を効果的に進めるため，

幅50m,長さ150～400mの団地状林帯をベルト

状に設定して植栽する方法で，ベルト内は，防風

垣により防風対策を施している。植栽木の成長は

いずれも良好であり，今後植栽しようとしている

空閑地への防風効果も，さらに期待できる(写真・

3)。

③防風土塁：

防風垣を半永久的な工作物にしたのが防風土塁

であり，排水溝を掘削したときの土砂などを積み

上げて,提高1.5m,天端幅1.0m,法勾配3分と

している。土塁はほかの防風対策に比較して大が

かりであり，海岸沿いの林分外周等の，恒久的に

林業技術No.6071992.10

写真･4成長したクロマツ林

風が当たる所での対策として適当であると考える。

④ハードルフェンス：

防風垣の弱点はその耐久性にあり，このような

欠点をカバーして，防風効果を発揮するために開

発されたのがハードルフェンスである。北大名誉

教授で，森林空間研究所主宰の東三郎氏が考案し

たもので，間伐材の需要開発にもなっている。

えりものように風が強く，長い期間にわたり風

対策が必要な所では，耐久力に優れていることか

ら有効な方法と考えている。

(2)植栽木の現況

これまでに多くの樹種を植栽したが，クロマツ

が活着，成長ともに優れ，クロマツを主体とした

林分となっている(写真･4)｡すでに130haを木本

緑化している。

植栽木の成長は条件によって差があるが，良好

な所では林内の土壌が良くなり，気象も穏やかに

なるなど立地条件が変わり，イタヤ，カンパ，ア

オダモ等の天然更新も旺盛である。将来の目指す

べき森林へ徐々にではあるが変わりつつある。

植栽した広葉樹では，カシワ，アキグミ，イタ

チハギが比較的良く，特にアキグミ，イタチハギ

は，林分形成のうえでの先駆的樹種としての効果

が高い。

また一部ではあるが，トドマツ，アカエゾマツ

の植栽も行っており，おおむね良好な生育をして

いる。

えりも岬の海岸林も今は，クロマツを主体とし
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図･1緑化面積と魚介類水揚げ高の推移（緑化面積は累年施工面積）

60元年

た勢いのある若々しい森となっている。40年前の

事業開始当初の写真と比較してみると，別の地の

ように感じる。

7．緑化による効果

これらの緑化事業により，生活環境の向上，地

元産業の振興に計り知れない効果を及ぼしている。

その成果は特に漁業の面で顕著であり，えりも岬

地区での魚介類の水揚げ高は，昭和28年の72t

に対し，平成元年度は1,761tと,24倍もの飛躍

的な伸びとなっている(図・1)｡コンブの品質もか

なり良くなり，当地区の収入の大幅な増加をもた

らした。

8．おわりに

えりも岬国有林での治山事業は40年続けられ

てきたが，まだまだ造成途中にあり，現在でも植

栽，保育の森林造成を続けている。

同国有林は全域が飛砂防備保安林であり，健全

な森林に復元させ，その機能を十分に発揮させる

ために，草本緑化地を含む未植栽箇所への木本緑

化，既往の林分の適切な育成等，今後とも相当堂

の事業の実施が必要である。

将来的には，えりも岬のかつての姿であるハル

ニレ，ミズナラ等の郷土樹種に覆われた，この地

域特有の森林にしていきたいと考えている。

前述したように，クロマツ林分内に天然更新し

た広葉樹が育ち，混交林を呈している所があり，

既往の林分については，クロマツを先駆樹種と位

置付けて，郷土樹種の導入を図ることを検討して

いるところである。

先般開催された『'92緑と魚のフェスティバル』

の植樹祭で，原北海道営林局長は佐々木えりも町

長とともに

「月えりもの春は世界一の春です戸」

と豊かになったえりもIII叩にふさわしく歌い，
かつ遇い

1,000人の参加者からの大喝采を浴びた。

地元から喜ばれ感謝されている事業であり，社

会的な関心が高まってきたことは大変うれしいこ

とであるが，技術的にはさらに解明していくべき

課題も多くあり，21世紀に向けてのより良い森づ

くりに引き続き努めていくこととしている。

(たどころまさゆき．

前・北海道営林局治山課現．林野庁治山課）
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闇へ＠回ざ趣⑨－親林活動をｻポー ﾄする

29｡林芸の森モデル林造成プラン
ー森づくりへのいざない

岸本潤
ザ

子供のころ，私の家の屋敷周りにはウメやカキ，

ミカン，スモモ，グミ，イチジクなどの木々があ

り，そして背戸山にはツバキ，シイ，カシ，クリ，

コナラ，クヌギ，ケヤキ，ムクノキなどいろいろ

な木々の雑木林が続いていた。そして，集落の各

家にはそれぞれ変わった木々が植わっていて，そ

の家の表情ともなっていた。子供どころにわが家

になくて，よその家の屋敷にある木々のことが，

特に実のなる季節など大いに気になるものだった。

今思い出して，家々のその風景が懐かしく思い

浮かべられる。屋敷周りの木々は格別施肥も消毒

もしていなかったが，庭掃除の塵芥を根元に寄せ

たり，枝が込んでくれば風通しをよくするとか，

枝の一部を花木として切るとかして自然に手が入

っていた。

文字どおり自然な形の人と木の共生の図式であ

った。そして，木々はそのまま文化的存在でもあ

った。屋敷林に続く背戸山の雑木林は，さらにさ

り気なく集落の生活を支えていた。

ふるさとの風景は，人々と木々のこうした有機

的結合の風景だった。それであるがゆえに，私は

ふるさとの風景に言い知れぬ親近の情と愛着を覚

えるのである。

これまでの人々と木々の関係は，農耕型駐活の

人々と木々の共生であった。しかし，農耕の形も

生活様式も変わり，その共生の図式は崩れ去った。

これからの人々と木々の関係は，都市型生活の

人々と木々の共生であり，今やこれをどうデザイ

ンするかということが重要なテーマなのである。

現代社会は農山村生活者も含めて都市型生活に

慣れてしまい，かっての木々や自然とのふれあい

林業技術No.6071992.10

の仕方を忘れている。こうした時代背景における

｢林芸の森づくり」の提案は，人々と木々の共生，

自然を取り戻すための1つの試みなのである。

昔，屋敷林・雑木林が果たしてきたモノ的，文

化的機能を現代社会では軽視してきた。確かにこ

れらの木々のモノ的機能は，現代のテンポに合わ

ないかもしれない。

しかし，これらの木々には計りがたいほど高い

価値の文化的機能があるのである。このことをき

っちりと視野に入れ，これからの森づくりをデザ

インしなければならない。

すべてのモノが右から左に大量に，安直に需給

される社会機構の中である。屋敷林・雑木林の機

能をどう取り戻したらいいだろうか。屋敷林・雑

木林は単に物理的に減少しただけでなく，今や

人々の生活とのかかわりをほとんどなくしている。

この屋敷林・雑木林の機能を，新しいアプロー

チで社会的に復元・再生しようとするのがr林芸

の森」である。

「林芸の森｣は，現代社会の生活に直結する森と

して構想する，人々と木々の交流プラザである。

地域により気象が異なり，土壌が異なり，植生

が異なる。したがって，「林芸の森｣はこれらに基

づく創意工夫が必要である。いわば個性的な森づ

くりである｡

私の｢林芸の森｣へのいざないは，「林芸の森づ

くり」へのいざないである。

どういう森をつくるか，作者自身がそれぞれ当

事者として取り組むことの提案である。

「林芸の森」の具体的プラン（図・1）は，できる

だけ小面積（最小単位10×10nf)として着手す
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蕊
図･1林芸の森モデル

る。樹種は風土により，作者の思いにより，常緑

系，落葉系，混交系の3種を原型として選択する。

当然のことながら，その地域の自生種を軸とし，

土着性を重視する。しかし，適木は拒まない。植

栽の前に土づくりを先行させる。肥料木や木炭施

用などで土中微生物の増殖とか，通気，保水，排

水等，土壌状態の改善を図る。樹木の植栽に併せ

て草本なども採用する。小面積で始めることは，

立体的な森づくりのために必要な要件である。

いたずらに広い面積では実行が困難である｡｢林

芸の森づくり」は横に拡張するよりも，立体的に

縦に構成する考え方を重視する。土中から地表，

そして，樹林空間の連続性である。小さな単位で

小自然生態系を作出するという企図である。

r林芸の森｣は作者のデザインで決まるが，その

モデルは，私たちの祖先力§数千年をかけて取り入

れてきた屋敷林・雑木林の姿にある。森は自立的

で永続的な森でなければならない。そうすれば，

す

いろいろな生物がそこに生き生きと棲みつぐこと

ができるのである。

織重を選ぶときの1つの問題は，自生種か外来

種かという点である。人手をあまりかけず健全に

成立させるために，自生種を優先して採用するべ

きことは当然である。

しかし，この小自然生態系の中での適地適木は，

そう簡単には判定できない。自生種だけで作者の
しこう

嗜好イメージを満たせないとき，森づくりの作者

は新しい樹木導入の試みを付加してよい。古来，

祖先たちもいろいろな外来種を導入してきた。そ

れらの中には，すでにほとんど自生種のように振

る舞っているものも多い。人手をかけ，時間をか

けて人々と共生する森をつくるのである。そこに

は，作者の適正な判断が許されてよい。

「林芸の森」は作者の嗜好から出発し，森づく

りの楽しみによって育成される。しかし，基本は

あくまでも人と自然の共生的営為である。作者の

林業技術No.6071992.10
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図･2殿ダム周辺土地利用計画（平成2年3月作製）

個性的なデザインが，その土地の太陽と水と風土

に根差して新しい森の性格を決め，新しい森の風

景を決定するのである。

これこそモノカルチャー時代から脱皮する1つ

の実験，「林芸の森」の目指す新しい風景である。

さて，広葉樹文化協会は，発足以前から「林芸

の森」のモデル林造成のプランについて，仲間内

ではいろいろと論議し，造成適地を物色してきた。

どういう森をつくろうとしているか，具体的な

森がなければ「林芸」のイメージを正確に伝える

ことができない。しかし，そう簡単に適地はなく，

1年，2年と経過していた。「林芸｣という考え方

林紫技術No.6071992.10

を活字にしたのは，平成2年3月，鳥取県岩美郡

国府町の「殿ダム計画に伴う地域整備計画業務報

告書｣の中で，「国府町における観光林芸園事業計

画の検討」の項に「フォレストアートピア」の考

え方という形で提案（地域デザイン研究所：吉田

幹男・岸本潤）したのが最初である（図・2)。

国府町では，木村肇町長以下，山崎祥次企画開

発課長などが，この林芸的取り組みに関心を寄せ

られ，モデル林造成用地を斡旋してくださり，平

成4年1月に「試作圃場」が具体化する運びとな

った。
ふいちよう

広葉樹文化協会の夢として吹聴していた｢林芸



の森」造成が実現の第一歩を踏み出すことになっ

たのである。

鳥取市に南接する国府町は，万葉集の編者・大

伴家持が国司として滞在した由緒ある町で，遺跡

や歴史資料も多く，文化の香り高い町である。

モデル椛苣成の圃場用地は，国府町殿地内の休

耕田約3,000㎡である。殿地域には約600億円を

かけるという殿ダムが，いよいよ着工が決まって

動きだしている。「林芸の森づくり」は，このダム

関連の新しい地域づくりの一環として，「林芸｣の

コンセプトの下に試みるものである。

モデノレ林造成は国府町の強力なバックアップに

より，今秋から楢炭に取りかかることになった。

この森は単に今ある森を利用するということでは

なく，人々と共生する森を人手をかけて新しくつ

くる試みで，できるだけ自然の姿に近い土着型と

しながら，人々の現代の社会生活にマッチするも

のとしてつくり出したいと考えている。

ダムの造成は10年かかるという。「林芸の森づ

くり」は，さらに10年，20年かけて徐々に成熟し

ていくことになろう。森の活用については，これ

から土地所有と土地利用の新しい「しくみ」につ

いて，それぞれの専門家の知恵を借りて工夫しな

ければならないと思う。このことをよく検討しな

がら，人々と共生し保続していく森づくりへの参

加を，徐々に展開していきたいものである。

農耕社会が永年屋敷林・雑木林と共生したよう
どんよく

に，都市型生活社会は，その貧欲なまでに集めた

膨大な人手をこの森へ向けて還流し，この新しい

森と不可分の共生関係を樹立しなければならない。
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その「しくみ」の工夫が必要なのである。

人々が生きていく土地には森の存在は不可欠で

あり，森が健全に永続するためには人手の介助が

絶対に必要である。人と森の共生のためには「モ

ノと文化」を強く意識した森づくりが必要である。

モノづくりを主とする森のほかに，文化を強く打

ち出す森の造成が必要なのである。森を介助する

人手というと，山村の人たちだけの人手を想起し

がちだが，私はここに，はっきりと都市型生活者

の人手動員の必要性を考える。要はその｢しくみ」

をどうつくるかである。いろいろなケースがあり

うると思われるが，都市型生活者が森へただ客人

として訪れ，楽しむだけの自然と見る時代は終わ

ったと考えたい。

自然については，みんな当事者である。とにか

く，人々と森の新しい共生の「かたち」が必要な

のである。

多面的で多彩な雑木林，四季それぞれに魅力あ
ちようちょう

る森が,どれほど人々の人生に有益か喋々する必

要はあるまい。

林芸・フォレストアートの営みで，短期的には

森をつくる喜び，中期的にはそこから花葉種実を

楽しむ喜び，長期的にはすばらしい自然環境の作

出という贈り物がもたらされる。それは現代生活

を守る，文字どおり新しい時代の鎮守の森ともい

うべきものである。

森の現状に対して，とにかく何かが始められな

ければならない。その1つとして，「林芸の森づく

り」へのいざないである。

（きしもとじゆん・広葉樹文化協会会長）

平成4年度全国撮影一覧図
B全判12色刷

1：1，200，000

研究室・オフイスに必備の資料/／

空中写真を職入するためには，当該地域が林野庁撮影分なのか，国土地理院撮影分なのかを，まず確認
しなければなりません。そのときに威力を発揮してくれるのが空中写真撮影一覧図です。一覧図には撮影
地区番号,撮影年度などが明示してありますから,次に必要となる標定図を容易に探し出すことができます。

定価本体2,500円税75円（〒込）
◎お求めは，日林協事業部まで（事業部直通壷03-3261-6969)
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って聴衆を魅了してしまう。

考えてみると，楽器と称される

ものは洋の東西を問わず木製のも

のが圧倒的に多い。原始的な打楽

器からさまざまな弦楽器，そして

管楽器，また若者に好まれるエレ

キギターの類まで，木が本来持っ

ている音響性能を実に巧みに引き

出す工夫がされていることにはあ

らためて瀧くばかりである。

そういえば，いつかだれかに聞

いた話を思い出した。ギターは女

体そのものだという。木の肌のふ

っくらとした感じとその柔らかさ，

農林鵜

夏はさまざま思い知るのである

料に自作した三味線を駆使して，

ロック調の民謡やらポップス，ク

ラシックそして童謡など多彩なレ

パートリーを演奏するコンサート

を各地で催しているが，これを聴

く機会に恵まれたわけである。通

常の三味線はカリンを材料として

棹や胴ができており，それに猫の

皮を張ったものと聞くが，野村さ

んの三味線は棹はもちろん，胴に

張る皮の部分まですべてネズコ，

純無垢の木製，猫なし三味線。手

に取ってみると細かい木目が美し

く通り，木曽谷の厳しい風雪に長

い時間耐え抜いたネズコ特有の色

つやと柔らかさ。これが野村さん

の手で奏でられることによって，

まことに心地良い妙なる音色とな

「木は奇なるもの｡節は不思議な

るもの」という言葉をずっと前に

元国立林業試験場次長の山井良三

郎先生から聞いたことがある。な

ぜかこの言葉が筆者の心の中にず

っと座り込んでいて，事あるごと

に口から外に飛び出し，話し相手

を煙に巻いてはそのつど納得して

いるが，今度これに自作を一つ加

えようかなと－「耐えたる木は

妙なるもの｣一先生から聞いた

言葉に比べるといま一つ出来は良

くないところはご勘弁願うことに

して，ことの由来を一つ。

実は今夏，純木製三味線の妙な

る音色を耳にしたのである。埼玉

県に居を構える音楽家で野村深山

という方が，木曽産のネズコを材

温かさ，絞り込まれた胴。指先の

動き一つで微妙に変幻する音色は

女声にあらずしてなんというのか，

と。でもこれはその道？の達人の

域を極めた人のみが言えることで

あり，筆者などはまだまだ修行が

足らんのである。

話は横道にそれたが本題に戻っ

て。新しいもの，珍しいものにさ

とい現代の若者が，野村さんの話

を伝え聞いて飛びつく。ある短期

わが国の紙の

リサイクルの状況
|統熱こみ義:農蕊鐵赫藻’

紙・板紙の生産量と古紙の利用率， 回収率

l{"8瀧讓”
－古紙利用率
一一一古紙回収率

紙は，新聞，印刷，包装といっ

た用途の「紙」と段ボール原紙，

白板紙といった「板紙」に大別さ

れる。わが国の紙・板紙の生産量，

消費量は経済の発展とともに年々

伸びており，平成3年の生産量は

前年に比べ4％増の2907万tと

なった。また，平成2年の国民1

人当たりの消費瞳を見ると，228

kgと10年前の1.5倍になってい

る。

こうした紙・板紙の原料に占め

る古紙の割合を見ると，52．4％

(平成3年)と世界有数の水準にあ

る。これを紙，板紙別に見ると，

紙で26％，板紙で86％となって
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資料：通商産業省「紙・パルプ統計年報」ほか
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日日

大学の女子学生16名が部活と

して木製三味線を自分たちで作

り，そしてコンサートまでやっ

てのけてしまったのである。た

またまこれにほんの少しかかわ

ったので紹介すると，短大で部

活の指導に当たっている音楽の

先生から野村さんのことを聞い

た学生たちが，夏休み中に三味

線の手作りに挑戦することを一

念発起，木曽から材料のヒノキ

を取り寄せて木工室に集まり連

日木と格闘，当人たちに聞くと

木工は生まれて初めての体験と

か。悪戦苦闘1カ月，見事な純

正ヒノキ三味線16丁が仕上が

ったのを見せられては脱帽であ

る。そして晴れのコンサートは

木曽上松町で初お披露目。花の

お江戸は東京営林局木のアトリ

ウムがヒノキ舞台だった。木に

はウラ若い女性まで虜にしてし

まう魔性が秘められているのか

もしれないとつくづく思い知ら

された今年の夏でありました。
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林政拾遺抄

鯖
の
道

日本海側の福井県小浜市から

京都に通じる小浜街道は，別名

｢鯖の道｣とも呼ばれている。小

浜街道も1本だけではないよう

だがメーンルートは小浜一根来

坂一朽木村一京都のルートだっ

たようである。過日，滋賀県朽

木村生杉（朝日の森所在地）か

ら京都府美山町にある京都大学

芦生演習林の中に入り，地蔵峠

から杉尾峠までの道を歩いた。

この道は，小浜から名田庄村を

過ぎ杉尾峠に至り朽木村に通ず

る道で，小浜街道の脇往還だっ

たらしい。日本海で多くとれる

名産の鯖が塩漬けにされ，各種

の日本海側の産物とともに京阪

神に運ばれた道でもあった。暗

い原生林の中をうねうね続く，

それこそ馬も通りにくそうな細

い山道が日本海文化と京都文化

の交流の道（文化の伝播路）だ

ったのである。

この脇街道の両側は，今でも

原生林の面影を伝えている。

400～500年生ものトチノキや

ミズナラが茂り，自然のままの

スギが点々と育っている。15

cmぐらいのモリアオガエルの

白い泡状の巣が，水たまりの周

りの枝にぶら下がっているかとg
ロ■

思えば,ナラの巨木が倒れたま§
まに横たわり，クマの爪跡も§

嘩

痛々 しいスギの老木も散見する｡§
わずかに人の手の入った形跡は,§
木地師たちの集落の跡とその中§

噂

のだれかが植えたクロマツの大目
木，山の神を祭った中山神社と冒

繭

炭焼き窯の跡だけである。かつ恩
■ロ

ての水田の跡にはヨシが生い茂刷
っていた。杉尾峠は小浜で日本N

IWI

海に注ぐ由良川の源流部になる。闇
輯

多くの谷川を横切り，クマやイ胃
はいかい

ノシシの排梱する暗い，恐ろし§
準

い原生林をくぐりながら，2つ目
の地帯のそれぞれの文化が交流目
するのはよほど困難だったこと＃

mH

mH

と 思われる。叩，
”

その昔，どれだけ多くの商人＃

や旅人が苦心しながらこの道を§
■

行き来したことか｡｢森は文化の§
伝播を遮断する」の実感を，こミ

噸

の演習林の中で十分味わった。旨
■

古代日本海文化が通った跡を今自
に残す場所がこの演習林である｡昌

騨

この跡を「歴史の証人」として，目
坤

将来にわたって守ることもまた自
大学演習林の任務であろう。冒

嚇

（筒井強夫）鴬

IUII

加ロ

ⅡⅡI

ⅡIU

Ⅱ州

おり，また，主要品種で見ると，

おおむね新聞用紙で40％，トイレ

ッ1､ペーパーで80％,マンガ雑誌

用紙で100%といわれている。

こうした高い水準の古紙利用率

を支える条件として，古紙利用技

術の向上のほかに，古紙の回収率

の向上が挙げられる。古紙の回収

率は昭和59年に5()％を超え，そ

の後50%前後を推移している(平

成2年で49.7％)。衛生用紙や保

存図書など回収できないものが

35％程度あることから考えると，

現在の古紙回収率の約50%は実

質80％くらいになるといわれて

いる。

製紙業界ではこうした古紙回収

率をさらに向上させるべく，平成

6年までに回収率を55％にまで

高める「リサイクル55計画」に取

り組んでいるところである。

趣醐砿叩叩ロ叩雛骨率睾ヨ醜叩加ﾛ加ロロ頤睾昌冒睾聖韮迦刑叩叩Ⅷ肥叩耶亜卵箙叩叩叩獣
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杉浦孝蔵の5時からゼミ

造ろうアメニティー存
環境問題は，ペットの糞や生活

排水などの身近なことから，熱帯

雨林の急激な減少や酸性雨による

被害の発生など地球規模的なもの

まで枚挙にいとまがない。

環境問題の解決は，各国が独自

に検討し対処しても意味がない。

各国が共同で調査検討しなければ

手遅れの時代である。リオデジャ

ネイロの地球サミットもこのよう

な点から183カ国の参加を得て行

われた。その評価は各国によって

異なるだろうが，地球を我々の家

と呼び，27の原則から成るr環境

と開発に関するリオ宣言｣,地球再

E罰砺語m

只木良也ほか30名共著

森林インスト

ラクター入門

発行胃㈹全国休業改良普及協会

〒107東京都港区赤坂1-9-13

三会堂ピル

（公03-3583-8461）

1992年7月1日発行

B5変形判,408頁

定価4,000円（本体3､884円）〒310円
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生の行動計画である「アジェンダ

21」と「森林保全の原則声明」を

採択し，5年以内にアジェンダ21

の実行状況を検討する総会を義務

づけたことは大きな意義がある。

また，ストロング事務局長が「会

議の成否はそれぞれが自分の国で

何をするかで左右される」と結ん

だとおり，各国は持続可能な開発

を達成するために新しい公平な地

球的規模のパートナーシップの精

神で対処すべきと考える。

国の内外における環境の実状は

厳しく，もはや一刻の猶予もない。

東京都は「窒素酸化物を大量に排

近年，森林教室など森林を利用

した野外教育活動が全国各地で盛

んに行われるようになってきた。

r全国の森林教室等の実態調査」

(全国森林レクリエーション協

会･1992.6）によると，これらの

75％がここ数年間に始められた

ものであり，その指導者の多くは

主催団体(都道府県，営林局署等）

の職員である。そして，アンケー

トの運営上の問題として｢指導者」

をいちばん多く挙げている。林業

技術者だれでもが指導者，つまり

森林インストラクターの任を果た

せるものではあるまい。しかし，

公認のr森林インストラクター」

の数は微々たるもので，現職の林

業技術者が急激に増えてきた需要

にこたえている，というのが現状

であろう。森林・林業の知識ばか

りでなく，野外活動，安全対策，

指導方法など，求められることは

多く，教える者としての"ナヤミ”

は多いように見受けられる。アン

出するディーゼル車の増加や交通

渋滞の激化に歯止めがかかってい

ないために，大気汚染は改善され

ず平成3年度も悪化している」と

報告している。また，産業構造審

議会は｢西歴2000年に1人当たり

の二酸化炭素排出量を1990年レ

ベルで安定させる目標を掲げた地

球温暖化防止計画と，3．5％程度

の経済成長を目指す生活大国5カ

年計画などの政府目標を両立させ

るのは極めて厳しい状況」と認識

している。

サミットの参加者であるレスタ

ー・ブラウン氏は，今直ちに取り

組まねばならないのは,｢二酸化炭

素の排出抑制である。いかに多く

の米国人が，車に乗ってフィット

ネスクラブに通い，器具を相手に

運動して，シャワーを浴びて，ま

ケートでは，研修の必要性ととも

に「指導の手引き書」の刊行が要

望されているが，当然のことであ

ろう。

本書はこの要望に沿うもので，

まことに時宜を得た刊行といえよ

う。本書は，森林・林業および山

村に関する知識と野外活動の指

導・運営のノウハウを体系的にま

とめたもので，森林インストラク

ター活動の実践に役立つものであ

る。

本書の内容は「知識編｣・「指導

技術編｣・｢普及方法編｣・「資料

編」の4つに分かれ，各編の項目

について30名の専門家が執筆し

ている。

r知識編」では，森林に関する

自然科学，社会科学的な知識とし

て，森林の生態，動植物，きのこ，

森林土壌などから森林と人間のか

かわりの歴史までを解説している。

｢指導技術編｣では，自然観察，林

業体験，森林スポーツなどの野外



…………………………“

た車で家に戻るか。自分は健康

になるつもりでも，車によって

環境を不健康にしているのを知

るべきだ。もっと自転車に乗ろ

う｣。また，デビット・スズキ氏

は「この有限の地球で，無限に

成長して大気や水や土を消耗し

続ける経済体制を続けるかぎり，

地球は破滅に向かって行進を続

けるだけだ」(朝日新聞･6月10

日）と指摘している。

地球や環境にやさしい社会形

成は極めて困難である。しかし，

地球の安全を考えアメニティー

を求めるならば，地球上の全人

類が共通の理念で身近ですぐ実

行できることから取り組み，ア

メニテイーを造る努力が急務で

ある。

（東京農業大学腱学部教授）

…………

活動を通じて行われる森林とのふ

れあいに関する指導技術・安全管

理についてまとめている｡r普及方

法編」では，森林インストラクタ

ー活動に必要なイベントの企画，

話し方や各種教材など情報の伝達

手段などについて紹介している。

｢資料編｣には，森林に関する法的

規制，各省庁の野外活動関係施設，

r森林インストラクター」資格制

度，インストラクター活動事例，

主な野外活動関連の団体，海外の

インスl､ラクターについてまとめ

られている。

本書は森林インストラクターの

業務に携わる方々，「資格試験｣合

格を目指す方々の好個の参考書と

なろう。しかし，必要な情報はか

なり幅広く盛り込まれてはいるが，

決してこれのみで間に合うもので

はない。本書はあくまでも書名の

とおり「入門」書なのである。

(伊藤敵･元林業試験場東北支場長）

11

Iwr皀筐壹川

アグロフォレストリーにおける樹木の効用

林業関係者なら，木材の生産

等経済的機能と水資源のかん擬，

国土の保全等の公益的機能とい

う言葉が，森林の機能を示すも

のだということを理解できるだ

ろう。

樹木も，まったく同様とはい

えないが，これに近い機能を持

つのではないだろうかと考えた

ことがある。というのも，最近，

ある用事があって,「アグロフォ

レストリーとは何ぞや？」とい

うことをまじめになって調べた

ことによるものだ。しかし，残

念ながら，小生の怠け癖のせい

もあり，それほど深くも調べな
あい凄いもこ

かったこともあり，暖昧模糊と

した概念しかわからなかった。

アグロフォレストリーという

言葉は，林業百科事典や現代用

語の基礎知識イミダス，果て

は広辞苑に救っているかどうか

は知らないが，林業関係者なら，

一度は聞いたことがある言葉だ

と思う。国際アグロフォレスト

リー研究センターの定義によれ

ば，アグロフォレストリーとは，

｢土地管理ユニットにおいて,人

為的に多年性木本が作物や家畜

と統合された場所における，土

地利用のシステム及び方法の総

称」といわれている。アグロフ

ォレストリーそのものを見たこ

ともない小生は，樹木の効用を

農耕に役立てようという意味に

理解（誤解？）している。

さて，主に熱帯の開発途上地

域では，農耕地や牧草地，休閑

地，土地の境界，住居の周囲な

どに，格子状や列状，等高線沿

いなどに樹木やかん木を生やす
ひよく

ことによって，土壌の肥沃化や

流出防止，微気候の改良，雑草

の制御，家畜の侵入防止，防風，

用水路の保全などに使って，腱

産物の収愈の維持・増大を図りシ

樹木からは食料，飼料，燃料，

医薬品，建築材料など農民の生

活必需品を得ていこうというこ

とが試みられている。このこと

で，土地利用の高度化を図り，

土地の荒廃や森林の過剰な利用，

農村の貧困を緩和していこうと

している。

また，森林を造成するために，

造林木の列の間に作吻を栽培し

ながら造林木の保育を行うこと

や，森林の有用樹種の割合を増

やしていくこと，森林への家畜

の導入を図ることなども広い意

味では，アグロフォレストリー

に通じるものといわれている。

熱帯アジアなどでは，焼畑に

替わる土地利用方式として期待

されているそうだが，小生には，

武蔵野の雑木林と屋敷林に囲ま

れた昔の農村風景が想起される。

（丸腹）

（この欄は編集委員が担当しています）

林業技術No6071992.10
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中国におけるマツ材線虫の被

害と対策

森林総合研究所

遠田暢男・竹谷昭彦

森林防疫41－6

1992年6月p.10～15

日本におけるマツ材線虫の被害

は1978～1981年に200万nfを超

える激甚な被害量に達し，その後

漸減の傾向をたどり,1990年に94

万nfにまで減少しているがなお膨

大な被害であり，今まで被害を受

けなかった寒冷地域への侵入が危

倶されている。

マツ材線虫病が発見された

1969年以来，アメリカ(1979)，中

国（1982)，台湾（1985）および韓

国（1988）において次々と同病の

発生が伝えられ，被害拡大の様相

は近年特に中国大陸において重大

な事態となっている。これを重視

した中国政府による日本との共同

研究，技術交流などが計画され，

安徽省林業生物防除センター周健

生所長の配慮により，安徽省国際

人材交流協会の招請で1991年9

月16日から9月29日までの14

日間，安徽省を主とした現地視察

と技術交流のため筆者らが訪中し

た。本稿はその報告である。

UNCED(国連環境開発会議)に

参加して

林野庁計画課永月伊知郎

山林No.1299

1992年8月p.10～15

去る6月3～14日まで,ブラジ

ルのリオデジャネイロで開催され

たこの会議には，林野庁から小澤

長官，田中計画課長，小柳木材貿

易調整官，永月海外林業協力専門

官が参加した。本稿は，①

UNCED全体の成果をいかに評

｛iliiするのか。②森林原則声明のポ

イントは何か。③林野庁としての

これまでの取り組みと今後の課題

について，その報告とともに筆者

の所見を述べたものである。

20年前にストックホルムで開

催された国連人間環境会議は有名

なストックホルム宣言を採択し，

UNEP(国連環境計画）が設立さ

れる契機となった。地域環境と人

間生活の調和という観点からの行

動計画も取りまとめられた。

UNCEDにおいては，その成果

を2つの条約，つまり気候変動枠

組み条約，生物多様性条約と，条

約ではないが国際的な合意として

の地球憲章（人類相互及び地球に

対する人類と国家の行励を律する

環境と開発に関する基本原則/行

動規範)，アジエンダ21(地球憲章

で定められる原則を踏まえ,21世

紀に向けて実施すべき各分野にお

ける具体的な行動計画),および森

林原則声明（全ての種類の森林経

営，保全及び持続的開発に関する

世界的合意のための法的拘束力の

ない権威ある原則声明）に見るこ

とができる。

熱帯林保全策における森林居

住者の位置づけ

東京大学農学部井上真

林業経済No523

1992年5月p.1～11

地球サミットを控えて，世界が

慌ただしく動いている。森林問題

に関しては，森林の原則声明，お

よびより具体的な行動計画となる

アジェンダ21の案が作成された。

その他，森林問題の解決に向けて

さまざまなレポートがすでに発表

されている。

これらを一読して気づくのは，

森林居住者（あるいは地域住民）

について多少なりとも言及してい

る点である。

森林居住者は先住民と新しい移

住者に分類され，さらに先住民は

狩猟採集民族と焼畑民族とに分け

られる。先住焼畑民族の行う焼畑

農業の分類に関しては諸説がある

が，ここでは環境への影響を基準

として，大きく伝統的焼畑農業と

非伝統的焼畑農業，前者から後者

への移行形態である準伝統的焼畑

農業とに分類する。

本稿は，まず，最近調査した伝

統的パイオニア型焼畑農業を行う，

スラウェシ島の先住民であるワナ

(Wana)の人々による森林利用を

報告し，そして新たな森林区分を

提案して，その中で森林居住者を

どう位置づけたらよいか考察して

いる。

育種による材質改良の可能性

一スギの材質に関するクロ

ーン特性

林木育種センター藤澤義武

林木の育種No164

1992年7月p.12～16

木材は同じ樹種の木材でも性能

林業技術No.6071992.10



は個体によって変動し，同一個体

の木材でも髄から樹皮，あるいは

樹幹の下部から上部へ向かって変

化する。そこで，より安定した性

能を得るために，合板，ファイバ

ーボード，新しいところではパラ

ラム等の改良手法が開発され続け

てきた。

わが国の林木育種事業は30年

の年月の中で精英樹を選抜し，そ

の中からさらに良いものを選抜す

ることで生産趣を10％以上も向

上させた。また，この間に糖英樹

の次代検定林は間伐期に達し始め

ており，次代検定林の間伐木によ

って精英樹の材質を評価し，その

結果を材質育種へ結び付けること

が可能になりつつある。

このように林産研究者の間には

木材の性能に与える遺伝変異の影

響の重要性が認識されるようにな

り，逆に利用上の要求に無関心で

あった育種研究者には精英樹の材

質評価への関心が高まりつつある。

｢材質の遺伝的な変異｣は林業の重

大な関心事の一つであると言って

過言ではないだろう。こうした｢材

質の遺伝的な変異｣を果たして｢育

種による材質改良」へ結び付ける

ことができるのか，クローンによ

る検討例を紹介したもの。

スーパーポロメーターと生態・

生理学的シミュレーション・モ

デルを用いたブナ林分蒸散量

の推定法

静岡大学農学部角張嘉孝

パスコ㈱細川和弘

日本林学会誌74－4

1992年7月p.263～272

蒸散量または蒸発散量を求める

場合，その主なものとして林分の

蒸散量を直接求める，熱収支法や

ライシメーター法，ヒートパルス

法，切断試料を用いて，ある一定

時間の重量変化を見る切り枝法な

どが挙げられる。

ここでは自然条件下の蒸散速度

を環境要因とともに直接測定し，

蒸散速度を季節を通して詳しく調

べ，並行して環境要因の季節変動

も調べた。さらに文献資料に基づ

きブナ林を構成する個体の葉面積

の空間分布や光の空間分布を仮定

した。実測した蒸散速度と環境要

因との関係や環境要因の季節変化

のデータなどを用いて，ブナ林の

蒸散灘を個体レベルで推定できる

シミュレーションモデルを開発し

た。スーパーポロメーターで測定

した個葉レベルの蒸散速度のデー

タをブナ林の林分蒸散麓のレベル

までスケールアップして，富士山

の理水試験地に適用していく手法

を紹介し，同時に，林分の蒸散量

に影響を与える環境要因の関係お

よび除間伐を行った場合に予想さ

れる林分蒸散量の変化やその変化

の個体サイズ依存についても検討

している。

野生草花の増殖ならびに群落

の管理に関する研究一ノコ

ンギクの種子発芽特性と挿し

木による増殖ならびに群落の

刈り取り時期について

福井県立短大農学科近藤哲也ほか

日本緑化工学会誌17－4

1992年5月p193～202

近年の農業技術の革新が田園的

自然環境の生態的貧困化を招いて

いる。同時に在来野生草花のアメ

ニテイ資源としての価値が注目さ

れ，それらの緑地への導入に関す

る技術的指針の要請が強くなりつ

つある。

このような背景から，野生草花

の増殖，群落的導入ならびに管理

43

のための一連の"暁を行っている

が，本研究では，路傍や田畑の畦

に他の植物と共存しているノコン

ギクを材料として取り上げた。

本稿では，種子の発芽時の光や

温度の要求度，低温湿層処理の影

響，種子の貯蔵方法を明らかにし，

さらに，挿し木増殖の可能性につ

いて検討した。また，群落を美し

く維持するための刈り取り時期に

ついても明らかにしたものである。

水質変動からみた湧泉の湧出

機構推定の試み

東京都立大学工学部平野晃章

東京農業大学農学部小倉紀雄

水利科学No.205

1992年6月P.63～79

本研究は水質を指標として，国

分寺崖線にある湧泉の湧出機構を

推定することを目的としたもの。

その水質の指標として，当地の地

下水中の主要な溶存化学成分であ

る硝酸態窒素と塩化物イオンの濃

度に着目し，それを地下水の流動

をとらえるための環境トレーサー

として採用した。そして湧水の水

質と集水域の武蔵野段丘面の民家

の井戸の水質とを比較した。

また，湧水の増水時の水逮のか

ん養機構を推定するため，蕊雨の

後の湧出量増大に伴う水質の変動

を観測した。その際，地下水の地

中での滞留時間の指標となるとい

われる珪酸態珪素濃度の変動に着

目した。その観測は2つの湧水を

比較して行ったが，その結果一方

の湧泉では平水時と同じく地中で

の滞留時間の長い土壌水が増水時

水量を構成しており，もう一方の

湧泉では雨水によって供給された

新しい水塊が短い滞留時間で地中

を通過し，増水量を構成すると推

定できた。

林業技術No.6071992.10
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秋田県林業技術センター

口有用広葉樹の育成技術に関する

研究
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調整とその再生
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研究報告No.22

平成3年12月

長崎県総合農林試験場

口天然性ケヤキ林の誘導技術に関

する研究一対馬の事例から

ロ長崎県におけるヒノキ根株腐朽

被害(1)

ロ北大雨龍地方演習林内立木の樹

液等から分離した酵母

演習林報告第65号

平成4年1月

九州大学農学部附属演習林

ロ北海道産落葉広莱樹実生の成長

および物質分配の季節変化

口木材乾燥に対する意思の位相に

関する研究(2)

口細胞式皆伐作業法適用林におけ

る造林木の残存率と樹種，植栽年

度及び立地因子との関係解析

口水ストレス下におけるヒノキシ

ュートの光合成，葉のコンダクタ

ンスのシミュレーションモデル

ロ茎熱収支法によるヒノキ成木の

樹液流量の測定と樹体における通

水抵抗

石川県林業試験場研究報告

No.23

平成4年3月

石川県林業試験場

ロコナラニ次林の有効利用に関す

る研究(Ⅱ)－混交樹種の優占度

および用途から見た施業の考え方

口林内光環境の測定法の検討(1)

全天光の測定条件

口枝打ちによる幼齢木の雪害軽減

効果と幹生長への影響

ロクロマツ稚苗の生長に及ぼすシ

ョウロと活性炭の効果

口石川県における製材品の含水率

の実態調査一柱材について

口石川県林業試験場構内で確認さ

れた鳥類

研究報告No12

平成4年3月

岐阜県寒冷地林業試験場

ロ飛騨地方におけるスギ林の成林

予測一立地環境要因から利用

率を推定

ロ飛騨地方における木材市場の実

態調査(1)－高山市内の木材市

場における針葉樹素材の取扱いに

ついて

ロ飛騨地方における木材市場の実

態調査(Ⅱ)－高山市内の木材市

場における広葉樹素材の取扱いに

ついて

演習林報告第86号

平成3年12月

東京大学農学部附属演習林

口天然林トドマツの健全度に関す

る研究－東京大学北海道演習

林の事例

口天然林の成長に関するシステム

論的研究

口林相の経年変化が水流出特性に

及ぼす影響

ロ-196℃における木材の曲げ陸伏

口縦突き切削におけるプレッシャ

ーバーの効果一単板性状,切削

抵抗の変化

ロエゾマツの生育過程と菌類相の

遷移一特に天然更新に対する

菌類の役割

口鋳型活性を持つマツノザイセン

学術報告第42号

平成4年3月

鹿児島大学農学部

口固定床水路に堆祇した桜島降灰

土の掃流機構

口木造校舎教室内の炭酸ガス濃度

と換気について

口伐採動向と木材供給予測方法に

関する研究一熊本県小国町の

近年の動向

口林業におけるBSIの利用に関

する研究(1)－日本木材備蓄機

構の「先行き構成比調査」につい

て

演習林研究報告第49巻第1号

平成4年1月

北海道大学農学部演習林

口三次元表示法による樹木の成長

過程の解析(1)－樹幹形の表示

の方法

口三次元表示法による樹木の成長

過程の解析(2)－樹幹形に対応

した容積密度と繊維走向の分布

口林地の環境変遷と樹木の年輪情

報（第’調一苫小牧地方にお

けるヨーロッパトウヒの衰退

林業技術No､6()71992.10
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林 業関係行事 一覧
10月

区分 行事名 期間 主催団体・会場・行事内容等

全国山林種徽協同組合連合会・山梨県山林種苗緑化木協同組合。山梨
県立県民文化ホール

全 国’第36回全苗連大会 10－14

第29回全国林業労働災害10．15
防止大会

馬第2回森と木のまつり10.17,18

〃

群

全 国第3回全国森林サミッ1,,10.18,19
久万林業の祭典（全国森林
サミットin久万高原）

城優良国産材製材品展示会10.21
（国有林材製材品PRフェ
ア）

知あいちの山村展10.21～26

久万町，久万林業まつり実行委員会。テーマ：r森林・木材・こだわ
りの町づくり.，

宮

愛

全 国国際森林組合フォーラムl10.22,23

山
余

形第12回みちのくこけしま
つり

国第1回親子で楽しむネイチ
ャーケーム大会

10.22～25

10.25

潅鰯､箆釧鰯濯伽曾冒芙通6騰灘儒礒鵬鷺
繍辮鍵灘麓識鵬§(*u職』聯讓鶴W
東京都＝国営昭和記念公園（立川市)，神奈川県＝こどもの国購浜

浬鳥濡瞳雛聯職蕊竪翻畿蝿離三騨蕊
オートキャンプ場(恵那郡福岡町)，滋賀県＝栗東自然観察の森(栗太

蕊撫繍灘撚驚蕊鐘
園（徳島市)，聞知県＝高知城公園（高知市)，愛媛県＝大峰ヶ台松山
市総合公圃（松山市)，福岡県＝舞鶴公園（福岡市)，鹿児島県＝城山

縛卿珊鍛溌息繍謝鶴常場鑪聴講雛
原1-56-9クリオール明大前201号室ネイチャーゲーム研究所
親子で楽しむネイチャーゲーム大会本部」まで。原則として親子また
は家族連れのこと。ただし，小学生以上の場合は子供のみでも参加可

東京都。山の手会場（練馬区北町6-32-7）

蔦＝舞鶴公園（福岡市)，
往復ハガキに希望会場，
明記のうえ，「〒156束
前201号室ネイチャー
ム大会本部」まで。原則
小学生以上の場合は子供

北町6-32-7）,0.27,2:|東 京 第37回全国優良木材展示
会

11月
区分 行事名 期間 主催団体・会場・行事内容等

中 央 森林・木質寅源利用先端技
術推進協議会シンポジウム

森林・木質寅源利用先端技術推進協議会。石垣記念ホール。メインタ
イトル：「木材と生活｣。人間の生活に密着した教育，居住性，五感な
どと木材のかかわり，さらに地球環境と木材利用の位徽づけなどを明
らかにしようとすあシンポジウム

樹林木育諏協会，棚日本林業技術協会。森林総合研究所大会議室。参
加予定：国・公立林木育種場職員，国・公・民間試験研究機関及び都
道府県関係職員ほか

環境創造みなまた実行委員会，熊木呉水俣市，全日本竹産業連合会，
熊本県竹産振興会。水俣市竹林公園内特設会場ほか。テーマ：「築こ
う世界へ竹の架け橘」

大分県・シイタケ国際シンポジウムinOita実行委員会。大分東洋ホ
テル，（研修・大分県きのこ研究指導センター)。テーマ：「シイタケ
生産をめく．る諸問題｣，対象：生産者，流通業界，行政･研究機関等約
500人

愛知県，愛知県緑化木生産者団体協議会。展示場：愛知県植木センタ
ー｡表彰:H5.4.30春日井市落合公園で開催予定の愛知県植樹祭席上

11－4

全 国 平成4年度林木育種研究発
表会

ll.5,6

第3回世界竹会議及び第
33回今園竹の会

〃 11．10～13

シイタケ国際シンポジウム
inOita

11.11,12

(12は研修）

〃

愛 知 第20回愛知県緑化樹木共
進会

11.19～25

林業技術NQ.6071992.10
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第40回森林｡林業写真コンクール送り先:東京都千代田区六番町7〔〒102〕
日本林業技術協会|~"40回森林･林業写真

作品募集要綱ｺﾝｸｰﾙ｣係
作品の帰：入賞作品の版権は主催者に属し,応募作品

題材：林業技術(育苗･植栽保育等，木材生産・
属及びネは返却しない｡作品のネガは入賞発表と同

木材利用など)，森林(森林の景観･環境保
ガの提出時に提出のこと。

全･森林動植物の生態.森林被害など)，農
審査と：審査は平成5年4月上旬に行い,入選者は

山村(生活･風景など)，緑化，森林レクリ
発表会誌｢林業技術」5月号に発表。作品の公

エーション
開は随時，同誌上で行う。

作品：1枚写真(四ツ切りとし，組写真は含まな 審査員：八木下弘(写翼家)，三木慶介(写真家)，林
い)。モノクロの部・カラーの部に分ける。 野庁林政課長,林野庁研究普及課長,全国

応募資格：応募者は職業写爽家でないこと｡なお作品 林業改良普及協会事業部長,日本林業技術

は自作に限る。 協会専務理騏(敬称略・順不同）

表彰：モノクロの部・カラーの部ともに
応募点数：制限しない。

特選(農林水産大臣賞)各1点賞金10万円
記載事項：①題名，②撮影者名（郵便番号･住所･氏一席(林野庁長官笈）各1点〃5万円

名．年齢．職業．遮話番号)，③内容説明，二席(日本林謝賞鰄鑑賞)各3点〃3万円

④撮影場所,⑤撮影年月日,⑥撮影データ三席（〃）各10点〃1万円
等を記入すること。 佳作各20点記念品

注意事項：労働安全衛生法令に定める安全基準に適

｜壽繍雛蝋溌隣合するものであること。例えば,伐木作業

等に保護帽を職用していない作品は,入選

できないのでご注意ください。

締切：平成5年3月31日（当日消印有効）主催細日本林業技術協会後援林野庁

’

協会のうごき

◎海外出張
8月31日～9月21日，望月技
術開発部次長，8月31日～9月
20日，和田課長代理を熱帯林管理
情報システム整備事業のためイン
ドネシア国に派遣した。
8月31日～9月13日，鈴木理
事長，加藤（秀）主事を日本天然
林施業技術交流のため中国に派遣
した。

9月7日～11月15日，加藤
(興)課長，9月7日～11月25日，
市川主任調査員，9月7日～12月
5日，久道課長をインドネシア国
チリタック水源林造成計画調査の
ためジャカルタに派遣した。
9月15～29日，大平課長代理，
龍川主任研究員，宗像職員を広域
熱帯林資源調査のためタイ国に派
遣した。
◎海外研修受入れ
JICAの依頼により，下記の

研修生を受け入れた。
1.国名，プロジェクト名：タイ国，
造林研究･訓練計画｡研修科目：
空中写真による森林調査。日
程：8月19～25日。氏名，現
職:Ms.MetineeTarumatsawat

（31歳）王室林野局職員，外1
名。
2.国名，プロジェクト名：ブラジ
ル国，アサイランディア試験的
植林事業。研修科目：綱氷航測。
日程：9月14EI･氏名，現職：
Mr.AntonioMarciode.B.B

（46歳)FloreSta's.R.D.S/A技術
部長，外2名。
3.国名，研修名：中華人民共和国
外6カ国，平成4年度森林土壌
集団コース。日程：9月14日
～10月16日。氏名，現職:Mr.
LiminAn(29歳)西安山西科学
院助教授，外6名。
◎技術開発部・調査部関係業務
9月16日,保全松林の総合的管
理手法の開発調査第1回委員会を
本会において開催した。
9月16日,森林保護蛙辮鑿備推
進調査事業第1回委員会を本会に
おいて開催した。
9月29日,林木育種センター移
転補償に関する検討委員会を水戸
市三の丸ホテルにおいて開催した。
9月30日,環境林施業管理技術
開発事業第1回委員会を本会にお
いて開催した。
◎番町クラブ
9月30日,当協会会議室におい
て，目白メディカルクリニック院
長･宮入毅匡氏による，「健康と体

の働き」の講演を行った。
◎人事異動（9月1日付け）
常務理事照井靖男
(調査研究部，林業技士養成事務
局，調査第二，第三部担当）
『‐・‐・‐‐‐‐．．‐‐‐・・‐・＝‘･‐‐‐｡．‐‐・‐-.．‐.~．‐‐‘.‐.｡.‐‐‐‐’

’9月号訂正:p.40右の段下から31
1行目［京大-･東大1,p.41左の段26行｜

I目l以前→最近]，同中の段下から7行：
ig["林業"と声高に→"林業"を声高に]I
L－－－－‐．‐‐←‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐一－－－－－－－‐‐－－．－‐－－．．‐－－－－

林業技術No.6071992.10

平成4年10月10日発行

林業技術

第607号

編集発行人鈴木郁雄
印刷所株式会社太平社

発行所

社団法人日本林業技術協会
(〒102)東京都千代田区六番町7
電話03(3261)5281(ff)
FAXO3(3261)5393
〈振替東京3－60448番）

RINGYOGIJUTSU

publishedby
JAPANFORESTTECHNICAL

ASSOCIATION

TOKYOJAPAN

〔普通会醤3,500円・終身会費個人)30,0001円〕



間伐関連の法令・通達をはじめ

事業実施に必要なデータ
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｜I
保安林は,ml:の保全．水交源のかん養，自然環境の保全・形成籍の目的を達成す
るために．特にこれらの機能を発揮させる必要のある森林を指定しているものであ
る。しかしながら．近年．社会経済の進展に伴い，国民生活が多織化する中で操林
に対する郷IWもますます多椴化，商度化しつつあり．地域の森林を朧全し．森林の
公益機能を澗度に発椰することが必婆となってきた。このため，平成2年6月には、
r保安林及び保安施設地iXの指定、解除等の取扱いについて」等の通達が，さらに
平成3年7月．森林法の・部がそれぞれ改正された。このような保安林をめぐる怖
鍔の変化に対処し，保安林行政事務を円瀞かつ適正に逆行するとともに所期の機能
が高度に発郷されるよう保安林の整術．僻哩を秋極的に推進していくことが林政上
亜要な撫題となっている。このため，保俊林行政剖蛎に係る担当稀はもとより，森
林所有者をはじめI劇民各hiに．保安林の趣旨，内容及び運用の実際について十分理
解されることが望まれる。このような時期にあって．今回，本諜が雌新の内容のも
とで改定出版されることは蛾に時宜を僻たものであり．保安林の実務の手引課とし
て広く活用されることを期待するものである。

－平成4年度版一
林野庁監修●錦洲鼎込)/〒3,,

森林計画制度研究会編
A5判/592頁/定価4,944円(税込)/〒310

平成3年4月に森林法の一部改1Eが行われ,m,郁道府ﾙ↓､'li
町村を通ずる森林制画制度の改蕃等が恋きれたところであり、
今後は流域を基本的単位として，民有林・閲揃林が一体とばつ
た流域管理システムを確立していくこととしている。本番は，
今111.新たな制度の解説を加えて最新の内容のもとに改定出版。

B6判/396頁/定価3,090円(税込)/〒260
12()1111国会において改正された圃有林野事業改善特別措溌法
韮づき新たな国府林野事業の改善に関する計剛ぞ策定し，閥
林野“業の健全な経営の確立により，今後ともその重要な使
を果たしていくため一層の経営改善を推進することとなった。
11は．この間の法改正，計卿変更等の資料を取りまとめた。
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木材利用研究会編

A4判/218頁徒価4,635円(税込)/〒360
教育施設をはじめ，森林上木施設や木材の成分利用に↓、
まで，全国各地における繍広い分野の木材利用事例を取り

み灘灘郷蝿$職噺鳥辨鮒灘徒織
とを願うものである。

上飯坂責編著
A5判/208頁/定価3,090円(税込)/〒260

いまや森林に対する期待と要術は地域環境の保全から文化・教
育機能や，さらにはアメニテイ機能の発揮等従来から認撤され
てきた緒機能に加えてp孵しにIWiまりと広がりを兇せて↓､る。
このよう唾ときに当たり，正に水響は新たな時代に向かっての
出発点と方向を示すものと言える。

住宅，
たるま
.l二げ，
り組み
つこと

⑱森･林･木のビギナーズガイド

地球的鋤奨での環境問題として，クローズアップされ

〒102東京都千代田区六番町7番地

社団法人日本林業技術協会事業部へ
TEL(ロヨ)画己e'1=eees(事業部直通）
FAX(OS)S=el=SO44

地球社柵聴謝繍識鰄繍聯京2-1鱸2，職’

新版霊林計画の実務 国有林野事業改善必携

総合森林学 _融"百の木づかい鱸
十1Ir

l

私たちの森林
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森林の100不思議
|“，｡。
R､夕 鍵鍵謬溌蕊霧,f-f｡f_:"W

●(社)日本林業技術協会編集
●森林総合研究所所員82名による執筆

森林の働きはどんな仕組みによるものなのか，1本1本の
木や草は，そこでどんな役幣l1を果たしているのか｡いま,いろ
いろな角度から科学の光が当てられ，意外な事実の潜んでい
ることがわかってきた。

続・森林の100不思議
了..;必§漣騨f識､‐鷺､，…..…ー翁､．』

●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所，熱帯農業研究センター，

大学91名による執筆

林
業
技
術

銅木を構成するさまざまな樹草や生き物たちの果たす役割，
また，森林が生み出す産物の不思議を,『森林の100不思議I
に続き，高度な内容を平易な記述によって，しかも，より多
彩な内容について解誕

土の100不思議
I 蕊鱸謬篭鍵篭 L

●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所，農業環境技術研究所，
農業研究センターほか85名による執筆 第

六
ｅ
モ
号

“母なる大地”というように,私たちの幕らしのほとんどは
土に依存している。土とは何か，土の不思識な働きと土をめ
ぐるさまざまな事象を知ることは，地球環境を考えるうえで
も軍要である。

森の虫の100不思議 定
価
四
四
三
円
（
本
体
四
三
○
円
）
送
料
六
一
円

●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所,都道府県林業研究機関,農業環境
技術研究所，大学ほか73名による執筆

虫の存在や行動は，自然界でどんな恵味を持っているのか，
人間とどのようにかかわっているのか｡100不思議シリーズの
第3弾として，銅木という舞台の名脇役・名製方たちの知ら
れざる生態に迫る。
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